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I ”  

(1)  ”  

本調査は、地域活動やボランティア活動をはじめとする社会的な活動に対する市民の意識や活

動の現状を把握することで、ボランティア活動などの推進及び支援の充実を図ることを目的に実

施するものである。 

 

(2)  ” ‗  

調査対象：市内在住の満 ר 20 歳以上の方、2,500 人を無作為に抽出 

 調査方法：対象者への郵送による配布、回収（無記名） ש

調査時期：平成 ת 23 年 1 月配布  （同 1 月 24 日までに投函） 

回収状況：回収数    1,078 װ 票 

回収率     43.1％       

有効票    1,071 票 

有効回収率   42.8％ 

        

 

(3)  ‚–΅― 

 。アンケート集計は、各設問の単純集計と、必要に忚じて性別や年代とのクロス集計を行った ר

表中の比率(％)は、小数点第２位を四捨五入してある。従って、率の合計値が ש 100％にならな

い場合がある。 

複数回答については、回答者数を母数とし、比率を算出した。従って、率の合計値が ת 100％に

ならない場合がある。 

設問間の差や全体の水準をはかるため、重みづけを行い指標化した。指標の表示は、小数点第 װ

3 位を四捨五入して表示している。 
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II ”  

”  

回答者の性別は、「男性」が 42.1％、「女性」が 57.1％であった。 

年代は「60 歳代」が最も高く 23.1％、次いで「30 歳代」が 17.0％、「40 歳代」が 16.9％、「70

歳代」が 15.6％、「50 歳代」が 15.1％、「20 歳代」が 7.6％、「80 歳以上」が 4.1％となった。 

居住区は、「中央区」が最も高く、20.2％、次いで「花見川区」が 17.4％、「稲毛区」と「若葉

区」がともに 16.2%であった。 

職業は「会社、商店、工場などの勤め人」が最も高く 27.0％、次いで「主婦（主夫）」が 23.7％、

「無職」が 18.2％、「パート、アルバイト」の 13.1%と続いている。 

通勤先・通学先は、「千葉市内」がおよそ半数弱の 45.2％で最も高く、次いで「東京都」が 23.0％、

「千葉県内（千葉市を除く）」が 14.8％でそれに続いている。 

家族構成は、回答者の家族構成は、「2 世代家族（親と子）」が 45.2％で最も高く、次いで「夫

婦世帯」が 35.3%となっており、両者を合わせて 8 割を超えている。 

千葉市の在住年数は、「20 年以上」が 52.4％で半数以上を占め、次いで「10 年以上 20 年未満」

の 14.8%、「生まれたときから」の 13.7%となっており、長期間在住している市民が多い。 

 

 

║∑≤└Ω₉₈ ‚  ⁴  

(1)  ”‍‼‚    Ὸ΅‍‏

日頃、社会に役立ちたいと考えているかについては「考えている」が 54.3％で半数以上、「あ

まり考えていない」は 29.9%となった。 

 全国調査（「社会意識に関する世論調査（内閣府）」）と比較すると、全国よりも 10 ポイント近

く、「考えている（思っている）」の割合が低い。 

 年代別にみると、「考えている」の割合が最も高いのは 50 歳代、次いで 40 歳代、60 歳代とな

っている。 

 職業別にみると、「考えている」が高いのは「自由業」、「自営業」、「教員・公務員」などで、「勤

め人」は半数強と常勤の職業の中では最も低い。 

 

(2)  ║∑≤└Ω₉₈ ‚  ⁴ ῴ 

「地域活動・ボランティア活動」に対する考えについては、「7.自発的な意思で参加することが

重要である」、「1.これからの良い社会を創るために必要である」では“とてもあてはまる”の割

合が半数を超えており、目立って高い。 

また、“あてはまる”（「とてもあてはまる」と「ややあてはまる」の合計）で最も高かったの

は、「5.いろいろな人と知り合うことができる」の 9 割超で、「1.これからの良い社会を創るため

に必要である」、「6.他人のためにもなるが自分の成長にもつながる」、「7.自発的な意思で参加す

ることが重要である」も高い割合を占めた。 

一方、“あてはまらない”（「全くあてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計）で最

も高かったのは「20.押し付けられてやるもの」が 85.5％と他を圧倒している。 
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║∑≤└Ω₉₈ ‭”  

(1)  ‭”  

この 1 年間で地域活動・ボランティア活動に「参加した」と答えた人は 23.2%、「参加してい

ない」は 75.9%で、約 4 分の１の人が参加している。 

年代別では、70 歳代、80 歳以上で参加率が高く、20 歳代、30 歳代で低くなっている。 

職業別にみると、「自営業」、「教員、公務員」、「自由業」で参加率が高い。 

 

(2)   

この 1 年間でボランティア活動等に参加した人の活動内容は、「環境美化、環境保全など環境

にかかわる活動」が最も多く約 3 割、次いで、「高齢者や障害者など福祉活動」、「まちづくりな

どの地域活性化活動」、「交通安全、防犯、防火などの地域の安全」、「芸術・文化・スポーツにか

かわる活動」などが、それぞれ約 2 割程度となった。 

性別にみると、男女ともに「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が最も高いが、女

性は次いで「高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動」（27.0％）、「バザーや募金活動」

（23.7％）が続いており、男性は「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」が 25.3％、「まちづ

くりなど地域の活性化にかかわる活動」が 24.2％となっている。 

 年代別にみると、「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」は 70 歳代を除き全ての年代

で 1 位か 2 位となっており、年代を問わず参加されている活動である。 

 

(3)   ‍Ὼ‒Ὸ῾ 

参加したきっかけは、「自発的な意思で」が約 4 割で最も高く、次いで「自治会や子ども会な

ど地域の活動を通じて」、「通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて」などとなっている。 

性別にみると、男性は「自発的な意思で」と「自治会や子ども会など地域の活動を通じて」の

2 頄目がそれぞれ 4 割強で高い。女性は「自発的な意思で」が最も高く、次いで「自治会や子ど

も会など地域の活動を通じて」、「通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて」が続いてお

り、頄目によって男女差が大きい。 

年代別にみると、20 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳代では「自発的な意思で」が最も高く、

30 歳代、40 歳代では「通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて」、80 歳以上では「自

治会や子ども会など地域の活動を通じて」が最も高くなっている。 

 

(4)  ”   

活動拠点については、「居住地域周辺」が 3 割強で最も高く、次いで「自治会館・町内会館・

集会室」、「学校」、「公共施設」などが続いていている。 

 性別にみると、男性では「居住地域周辺」が４割で最も高く、次いで「自治会館・町内会館・

集会室」、「公共施設」などとなっている。 

 一方、女性は「自治会館・町内会館・集会室」が最も高く 3 割強、次いで「学校」、「公共施設」

となっている。 

居住地区別にみると、中央区では「自治会館・町内会館・集会室」が最も高く、花見川区、稲
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毛区では「公共施設」が、若葉区、緑区では「居住地域周辺」が、美浜区では「学校」が最も高

い。 

  

(5)   

ボランティア活動等への参加意向については、「時間があれば参加したい」が 45.2%と最も高

く、次いで「わからない」が 22.9%で 2 番目に高くなっている。「参加したい」については約 2

割となっており、「参加したくない」の 1 割強を上回っている。 

年代別にみると、「参加したい」の割合は 60 歳代で最も高く、次いで 70 歳代、50 歳代、20

歳代となっている。「時間があれば参加したい」が最も高いのは 20 歳代、次いで 40 歳代で、「参

加したい」と「時間があれば参加したい」を合わせた割合が最も高いのは 20 歳代の７割強だっ

た。 

 

(6)   ‍΅  

今後参加したい活動は、「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」への参加意欲が最も

高く約 4 割となっており、続いて「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 3 割強とな

っている。 

問 10 のこの 1 年間地域活動・ボランティア活動に参加したかの回答別にみると、この 1 年間

に地域活動に参加した人では、「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」、「芸術・文化・

スポーツにかかわる活動」、「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 3 割強で並んでい

る。 

 参加していない人は「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」が最も高く、「環境美化、

環境保全など環境にかかわる活動」、「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」などとなっている。 

性別にみると、男性では「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」が最も高く、次いで

「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」、「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」など

となっている。 

 また、女性は「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」と「高齢者や障害者の支援など

福祉にかかわる活動」が並んでおり、次いで「子育て支援にかかわる活動」、「環境美化、環境保

全など環境にかかわる活動」となっている。 

年代別にみると、30 歳代では「子育て支援にかかわる活動」が４割強で最も高く、低い年代

層で高くなっている。一方、「高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動」は 70 歳代で最も

高いが、全ての年代で 5 位以内に入っている。60 歳代では半数近くが「まちづくりなど地域の

活性化にかかわる活動」と回答するなど関心が高い。 

職業別にみると、「勤め人」では「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」が最も高く、

次いで「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」、「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」

などとなっている。「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」はどの職業でも 3 位以内に

入っており、職業を問わず関心が高い。 

 

(7)  ‭” ║  

 地域活動、ボランティア活動に参加するにあたって、不安や障壁となるものについては、「活
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動するのに必要な情報が入手しにくい」が最も高く、次いで「とにかく時間がない」と「きっか

けがない」が 3 割強で並んでいる。 

 問 10 のこの 1 年間地域活動・ボランティア活動に参加したかの回答別にみると、この 1 年間

に地域活動に参加した人は「活動するのに必要な情報が入手しにくい」が最も高く、「とにかく

時間がない」、「他にもしたい余暇活動がある」が続いている。 

一方、参加していない人は、「きっかけがない」が最も高く 4 割弱、次いで「活動するのに必

要な情報が入手しにくい」、「とにかく時間がない」、「自分にどのような活動ができるかわからな

い」などとなっている。 

 性別にみると、男性では「きっかけがない」、「活動するのに必要な情報が入手しにくい」、「と

にかく時間がない」の 3 頄目が上位で並んでいる。 

女性では、「活動するのに必要な情報が入手しにくい」、「自分にどのような活動ができるかわ

からない」、「とにかく時間がない」、「きっかけがない」の 4 頄目が並んでいる。 

年代別にみると、30 歳代から 50 歳代は「とにかく時間がない」が最も高く、時間のなさが働

き盛りの世代の最大の障壁と考えられる。次いで 30 歳代では「育児や介護など家庭の事情があ

る」が 37.4％で 2 位となっており、活動への参加を妨げる大きな要因となっている。 

  

║∑≤└Ω₉₈ ”  

(1)  ‭”  

組織や活動への興味関心については、「3.生涯学習ボランティアへの興味関心」が最も高く半数

以上を占めた。次いで「5.プロボノへの興味関心」が 47.2％、「1.ＮＰＯ（民間非営利組織）へ

の興味関心」が 42.6％などとなっている。 

 性別にみると、男性で最も興味関心が高いのは「プロボノ」で、半数以上が「興味がある」と

回答している。女性では「生涯学習ボランティア」が最も高く 6 割強、次いで「プロボノ」が約

5 割だった。 

 年代別にみると、「ＮＰＯ（民間非営利組織）」は 70 歳代、20 歳代で高く半数を超えている。

「コミュニティビジネス・ソーシャルビジネス」は 20 歳代と 40 歳代で高いが、年代が上がるに

つれて「興味がない」の割合が高くなる傾向がみられる。 

 

(2)  ”  

市内のボランティア活動の関連施設の認知度は、「4.ちば生涯学習ボランティアセンター」が最

も高く、次いで「1.千葉市ボランティアセンター」が 2 割強となっている。「2.千葉市ボランティ

アズカフェ」の認知度が最も低く、総じて活動関連施設の認知度は高いとは言えず、広報周知不

足と考えられる。 

性別にみると、全ての施設で女性の方が認知度が高い。 

年代別にみると、認知度が 3 割を超えているのは、「ちば生涯学習ボランティアセンター」の

50 歳代と 70 歳代のみである。 

「財団法人千葉市国際交流協会」、「千葉市ボランティアズカフェ」は全ての年代で 1 割前後と

なっており、認知度は低い。 
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(3)  ’  

地域活動・ボランティア活動に参加の際に必要な情報は、「団体や組織の活動内容や実績がわ

かる情報が欲しい」が最も高く約 6 割、次いで「自分に合った活動かどうか知りたい」、「団体や

組織の雰囲気が知りたい」、「自分の知識や特技などが生かせる場かどうか知りたい」などとなっ

ている。 

 性別にみると、男女とも「団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい」が最も高く、

次いで「自分に合った活動かどうか知りたい」、「団体や組織の雰囲気が知りたい」などとなって

おり、性別による大きな差はみられない。 

年代別にみると、60 歳代、70 歳代では「自分に合った活動かどうか知りたい」が最も高く、

その他の年代では「団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい」が最も高い。 

 

(4)  ∑≤└Ω₉₈ ” ‚ ’ ‗ 

地域活動・ボランティア活動の活性化に必要なことは、「ボランティア活動をしたい人と、お

願いしたい人を結びつける仕組み」が最も高く半数以上を占めた。「多少の謝礼が得られること」、

「社会的な評価を得られること」など何らかの見返りを求める声は少なかった。 

性別にみると、男女ともに「ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕

組み」が最も高く、次いで「やりたいと思った時に相談にのってくれる窓口」が続いている。上

位の頄目は男女で同様であり、大きな差はみられない。 

 年代別にみると、80 歳以上を除き、「ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結び

つける仕組み」が最も高く、50％を超えている。 
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無回答
0.7%

８０歳以上
4.1%

５０歳代
15.1%

３０歳代
17.0%

２０歳代
7.6%

６０歳代
23.1%

４０歳代
16.9%

７０歳代
15.6%

n=1,071

III  

 

”  

(1)     

回答者の性別は、「男性」が 

42.1％、「女性」が 57.1％と 

なり、女性が男性を 15.0 ポイ 

ント上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)   

回答者の年代は、「60 歳代」が最

も高く 23.1％、次いで「30 歳代」

が 17.0％、「40 歳代」が 16.9％、「70

歳代」が 15.6％、「50 歳代」が 15.1％、

「20 歳代」が 7.6％、「80 歳以上」

が 4.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  

 1  

図 1 

  

無回答
0.7%

男性
42.1%

女性
57.1%

n=1,071
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無回答
0.7%

若葉区
16.2%

花見川区
17.4%

中央区
20.2%

緑区
14.2%

稲毛区
16.2%

美浜区
15.1%

n=1,071

(3)   

回答者の居住区は、「中央区」が最も

高く 20.2％、次いで「花見川区」が

17.4％、「稲毛区」と「若葉区」がとも

に 16.2%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)   

回答者の職業は、「会社、商店、工場などの勤め人」が最も高く 27.0％、次いで「主婦（主夫）」

が 23.7％、「無職」が 18.2％、「パート、アルバイト」の 13.1%と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3  

 4  

会社、商店、
工場などの

自営業
4.0%

無職
18.2%

教員、公務員
6.1%

会社、商店、
工場などの

勤め人
27.0%

主婦（主夫）
23.7%

パート、
アルバイト

13.1%

その他の職業
3.8%

無回答
1.0%

学生
1.9%

医師、弁護士、
芸術家などの自

由業
1.2%

n=1,071
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(5)  ║  

回答者の通勤先・通学先は、「千葉市内」がおよそ半数弱の 45.2％で最も高かった。次いで、

「東京都」が 23.0％で約 4 分の 1 弱を占め、「千葉県内（千葉市を除く）」が 14.8％でそれに続

いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)   

回答者の家族構成は、「2 世代家族（親と子）」が 45.2％で最も高く、次いで「夫婦世帯」が

35.3%となっており、両者を合わせて 8 割を超えている。残りの 2 割のうち約半分は「ひとり

暮らし」の 9.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 ║  

 6  

神奈川県
1.3%

千葉県内
（千葉市を

除く）
14.8%

その他
2.3%

千葉市内
45.2%

東京都
23.0%

働いたことが
ない
3.4%

無回答
9.5%

埼玉県
0.6%

茨城県
0.0%

n=1,071

３世代家族
（親と子、孫

など）
8.0%

夫婦世帯
35.3%

ひとり暮らし
9.1%

その他
2.0%

２世代家族
（親と子）

45.2%

無回答
0.5%

n=1,071
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無回答
0.5%

５年以上
１０年未満

8.4%

２年未満
3.9%

生まれた
ときから
13.7%

１０年以上
２０年未満

14.8%

２年以上
５年未満

6.3%

２０年以上
52.4%

n=1,071

(7)   

回答者の在住年数は、「20 年以上」

が 52.4％で半数以上を占め、次いで

「10 年以上 20 年未満」の 14.8%、

「生まれたときから」の 13.7%とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

║∑≤└Ω₉₈ ‚  ⁴  

(1)  ‭”  

問 8 あなたは、日頃、社会の一員として何か社会のために役立ちたいと思っていますか。それとも、

あまりそのようなことは考えていませんか。（単数回答） 

 

日頃、社会に役立ちたいと考えているかについて、「考えている」が 54.3%で最も高く、「あま

り考えていない」が 29.9%となった。また、「わからない」は 13.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7  

 8 ‭”  

無回答
2.1%

あまり考え
ていない

29.9%

考えている
54.3%

わからない
13.6%

n=1,071
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 10 ‭”  

【全国調査との比較】 

 内閣府が平成 22 年 1 月に実施した「社会意識に関する世論調査」で、社会貢献への意識をたず

ねた設問と比較すると、社会のために役立ちたいと「考えている（思っている）」の割合は、全国

調査が 65.2％なのに対して、本調査は 55.5％と 9.7 ポイント低くなっている。しかし、「あまり考

えていない」の割合も、全国調査が 32.2％なのに対して 30.5％と 1.7 ポイント低い。一方、「わか

らない」の割合は本調査が 13.9％なのに対して、全国調査はわずか 2.7％にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

῍ ‚  ⁴ ῎ 

  ͨ ” „᾿ ‚ ⁸ ― ₀ ΅‍ ‖  ―΅⁴‍‼᾿ ” ‗ 

’‒―΅⁴῀ 

 

 

【性別】 

性別にみると、「考えている」の割合は両者とも 55％前後で目立った違いは見られないが、「あま

り考えていない」は男性が 33.5％に対し女性が 27.1％と男性がやや高くなっている。その分女性は

「わからない」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 ‭” ‗”  

 

55.5

65.2

30.5

32.2

13.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査
(n=1,048)

全国調査
(n=6,214)

考えている（思っている） あまり考えていない わからない

54.1

55.1

33.5

27.1

10.4

16.2

2.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
( n=451)

女性
( n=612)

考えている あまり考えていない わからない 無回答
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 11 ‭”  

【年代別】 

 年代別にみると、「考えている」の割合が最も高いのは50歳代で59.9％、次いで40歳代が58.6％、

60 歳代が 58.3％と、40 歳～60 歳代の 6 割弱が社会の役に立ちたいと考えている。 

 一方、「あまり考えていない」が最も高いのは 80 歳以上で 45.5％、次いで 20 歳代が 37.0％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.9

49.5

58.6

59.9

58.3

55.7

27.3

37.0

28.0

28.7

25.3

30.0

30.5

45.5

16.0

21.4

13.6

10.1

10.8

18.2

0.0

1.1

1.2

1.6

3.0

9.1

11.6 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０歳代
( n=81)

３０歳代
( n=182)

４０歳代
( n=181)

５０歳代
( n=162)

６０歳代
( n=247)

７０歳代
( n=167)

８０歳以上
( n=44)

考えている あまり考えていない わからない 無回答
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 12 ‭”  

【職業別】 

職業別にみると、「考えている」が最も高いのは、「自由業」で 76.9％、また「自営業」は 67.4％、

「教員、公務員」は 64.6％、「学生」は 60.0％で 6 割を超えている。 

 一方、最も低いのは「パート、アルバイト」で 47.9％、「無職」が 48.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.4

54.7

76.9

64.6

47.9

53.7

60.0

56.7

48.7

23.3

30.1

23.1

29.2

35.0

36.6

20.0

25.2

33.8

9.3

14.2

4.6

15.0

7.3

20.0

16.5

13.8

1.0

2.1

0.0

1.6

3.6

0.0

2.4

1.5

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業
(n=43)

勤め人
(n=289)

自由業
(n=13)

教員、公務員
(n=65)

パート、アルバイト
(n=140)

その他の職業
(n=41)

学生
(n=20)

主婦（主夫）
(n=254)

無職
(n=195)

考えている あまり考えていない わからない 無回答
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(2)  Ή ║∑≤└Ω₉₈ ῌ‚  ⁴ ῴ 

問 9 あなたは、「地域活動・ボランティア活動」（子ども会、青少年団体、女性団体、ＰＴＡ、

美化活動など）に対して、日ごろどのようなお考えをお持ちですか。（単数回答） 

 

「地域活動・ボランティア活動」に対する考えについて、「7.自発的な意思で参加することが重要

である(54.8%)」、「1.これからの良い社会を創るために必要である(51.2%)」では“とてもあてはま

る”の割合が半数を超えており、目立って高い。 

また、“あてはまる”（「とてもあてはまる」と「ややあてはまる」の合計）が最も高かったのは、

「5.いろいろな人と知り合うことができる」の 90.6%で、「1.これからの良い社会を創るために必要

である(90.5%)」、「6.他人のためにもなるが自分の成長にもつながる（87.6％）」、「7.自発的な意思

で参加することが重要である(87.6%)」も高い割合を占めた。 

一方、“あてはまらない”（「全くあてはまらない」と「あまりあてはまらない」の合計）で最も

高かったのは「20.押し付けられてやるもの」で 85.5％と他を圧倒しており、「13.何か得意とする

知識や技術が必要である(50.5%)」、「17.自分を犠牲にする精神が必要である(49.7%)」、「16.責任が

重く大変そうだ（43.8％）」、「8.誰でも気軽に参加できるものである(39.2%)」等が続いている。 

 “あてはまる”と“あてはまらないóの割合が最も拮抗している頄目は「13.何か得意とする知識や

技術が必要である（あてはまる：46.0%、あてはまらない：50.5%）」、「17.自分を犠牲にする精神

が必要である（あてはまる：47.0%、あてはまらない：49.7%）」であった。 
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51.2

24.2

27.1

30.8

43.0

42.8

54.8

20.8

35.0

35.3

29.0

30.7

10.3

38.2

23.9

10.6

11.0

13.7

12.9

1.8

39.3

45.0

50.4

50.4

47.6

44.8

32.8

35.8

49.3

49.8

41.0

43.7

35.7

40.3

45.5

42.4

36.0

48.0

45.1

10.0

5.5

24.4

14.0

8.1

8.4

33.9

10.4

10.3

23.2

18.1

44.0

14.7

22.6

36.5

36.8

30.0

33.4

35.8

3.3

5.3

2.0

1.4

3.7

4.1

6.5

3.5

4.8

7.3

12.9

4.6

5.6

49.7

5.7

17.6

0.7

1.4

1.7

0.7

1.2

1.6

3.7

3.3

3.3

3.3

4.2

3.4

3.5

3.0

2.8

3.4

3.0

3.4

3.3

3.3

2.9

3.1

3.1

2.8

3.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.これからの良い社会を創るために必要である

2.誰もが積極的に参加したほうがよい

3.個人の生きがいにつながる

4.これまでにない貴重な経験ができる

5.いろいろな人と知り合うことができる

6.他人のためにもなるが自分の成長にもつながる

7.自発的な意思で参加することが重要である

8.誰でも気軽に参加できるものである

9.活動が活発になれば地域の活性化につながる

10.住みやすいまちづくりのために必要である

11.体力的な自信が必要である

12.経済的な余裕が必要である

13.何か得意とする知識や技術が必要である

14.家庭生活や仕事がきちんとできてから行うこと

15.時間の余裕のある人が行うこと

16.責任が重く大変そうだ

17.自分を犠牲にする精神が必要である

18.入りづらい雰囲気がある

19.人付き合いに苦労しそうだ

20.押しつけられてやるもの

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答
n=1,071
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 問 9-1 から問 9-20 を回答数にしたがって指標化した。計算式は以下のとおり。 

  

「と て も あ て は ま る 」 の 回 答 数 ×  2 点 

「や や あ て は ま る 」 の 回 答 数 ×  1 点    

「あ ま り あ て は ま ら な い 」 の 回 答 数 ×  - 1 点  の合計／「無回答」を除く回答総数 

「全 く あ て は ま ら な い 」 の 回 答 数 ×  - 2 点 

 

 したがって、指標は、上限「2」、下限「-2」で、中間値は「0」となる。 

 

  

 数値が最も高いのは、「1.これからの良い社会を創るために必要」で 1.38、次いで「7.自発的な意

思で参加することが重要」が 1.37 となっている。また、「6.他人のためにもなるが自分の成長にも

つながる」は 1.23、「10.住みやすいまちづくりのために必要」は 1.11 となっており、１.00 を超え

ている。 

 一方、「20.押しつけられてやるもの」（－1.25）、「17.自分を犠牲にする精神が必要」（－0.05）は

マイナスとなっており、“そう思わない”と感じている市民が多い。 
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-1.25

0.27

0.38

-0.05

0.13

0.63

0.98

-0.01

0.82

0.70

1.11

1.09

0.34

1.37

1.23

1.31

0.98

0.87

0.65

1.38

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

1.これからの良い社会を
創るために必要

2.誰もが積極的に
参加したほうがよい

3.個人の生きがいにつながる

4.これまでにない貴重な経験ができる

5.いろいろな人と知り合うことができる

6.他人のためにもなるが
自分の成長にもつながる

7.自発的な意思で参加することが重要

8.誰でも気軽に参加できるものである

9.活動が活発になれば
地域の活性化につながる

10.住みやすいまちづくりのために必要

11.体力的な自信が必要

12.経済的な余裕が必要

13.何か得意とする知識や技術が必要

14.家庭生活や仕事がきちんと
できてから行うこと

15.時間の余裕のある人が行うこと

16.責任が重く大変そうだ

17.自分を犠牲にする精神が必要

18.入りづらい雰囲気がある

19.人付き合いに苦労しそうだ

20.押しつけられてやるもの
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【参加意向別】 

 問 11 の今後地域活動・ボランティア活動に参加したいかどうかの回答別（P31 参照）に 

地域活動・ボランティア活動に対する考えをみると、全体的に“参加したい”と回答した人の方が

ボランティア活動等に肯定的な傾向が強い。特に、「2.誰もが積極的に参加したほうがよい」は“参

加したい”と回答した人が 0.87 なのに対し、「参加したくない」と回答した人は-0.13 にとどまっ

ている。同様に、「6.他人のためにもなるが自分の成長にもつながる」、「1.これからの良い社会を創

るために必要」、「4.これまでにない貴重な経験ができる」、「10.住みやすいまちづくりのために必要」

などで差が大きい。 

一方、「17.自分を犠牲にする精神が必要」は参加したい人は-0.21 と低いが、参加していない人は

0.43 となっており差が大きい。また、「19.人付き合いに苦労しそうだ」、「20.押しつけられてやる

もの」など、ボランティア活動に消極的な頄目では、参加したくない人の数値が高い傾向がみられ

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※「参加したい」、「時間があれば参加したい」を合わせて“参加したい”と表示した。 
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-1.33

0.12

0.22

-0.21

-0.03

0.54

0.93

-0.04

0.80
0.67

1.29

1.27

0.49

1.47

1.44

1.46

1.18

1.06

0.87

1.56 0.81

-0.88

0.59

0.54

0.43

0.36

0.79

1.11

-0.07

0.83

0.77

0.57

0.59

0.10

1.17

0.56

0.86

0.44

0.42

-0.13

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

1.これからの良い社会を
創るために必要

2.誰もが積極的に
参加したほうがよい

3.個人の生きがいにつながる

4.これまでにない貴重な経験ができる

5.いろいろな人と知り合うことができる

6.他人のためにもなるが
自分の成長にもつながる

7.自発的な意思で参加することが重要

8.誰でも気軽に参加できるものである

9.活動が活発になれば
地域の活性化につながる

10.住みやすいまちづくりのために必要

11.体力的な自信が必要

12.経済的な余裕が必要

13.何か得意とする知識や技術が必要

14.家庭生活や仕事がきちんと
できてから行うこと

15.時間の余裕のある人が行うこと

16.責任が重く大変そうだ

17.自分を犠牲にする精神が必要

18.入りづらい雰囲気がある

19.人付き合いに苦労しそうだ

20.押しつけられてやるもの

"参加したい"(n=695)

参加したくない(n=117)
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 16 ‭”  

 17 ‭”  

無回答
0.9%

参加した
23.2%

参加してい
ない
75.9%

n=1,071

║∑≤└Ω₉₈ ‭”  

(1)  ‭”  

問 10 あなたは、この１年間に「地域活動・ボランティア活動」に参加しましたか。 

（単数回答） 

 

 

 この 1 年間で地域活動・ボランテ

ィア活動に「参加した」と答えた人

は 23.2%、「参加していない」は

75.9%となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 性別にみると、「参加した」の割合は、女性が男性を 3.7 ポイント上回っているが、大きな違いは

みられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.1

24.8

78.0

74.5

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
( n=451)

女性
( n=612)

参加した 参加していない 無回答
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 18 ‭”  

【年代別】 

 年代別にみると、「参加した」が最も高いのは 70 歳代で 31.7％、次いで 80 歳以上が 25.0％と高

年齢層で参加した割合が高い。 

 一方、最も低かったのは 20 歳代で 12.3％、次いで 30 歳代が 18.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.3

18.7

24.9

22.8

23.1

31.7

25.0

87.7

80.2

75.1

76.5

76.1

67.7

70.5

0.0

1.1

0.6

0.8

0.6

4.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０歳代
( n=81)

３０歳代
( n=182)

４０歳代
( n=181)

５０歳代
( n=162)

６０歳代
( n=247)

７０歳代
( n=167)

８０歳以上
( n=44)

参加した 参加していない 無回答
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【男女年代別】 

 男女年齢別にみると、全体として男性よりも女性の方が、「参加した」の割合が高いが、特に、40

歳代男性が 15.1％なのに対し、40 歳代女性は 31.5％と倍以上の割合となっており差がみられる。 

 女性は 40 歳代と 70 歳代が 3 割を超えており、活動の中心となっている世代であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1

12.7

16.7

20.0

15.1

31.5

18.3

26.4

22.3

23.7

30.6

33.3

27.8

20.8

88.9

87.3

83.3

78.2

84.9

68.5

80.3

73.6

77.7

74.8

68.2

66.7

61.1

79.2

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

1.5

1.2

0.0

11.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20歳代
( n=18)

女性・20歳代
( n=63)

男性・30歳代
( n=72)

女性・30歳代
( n=110)

男性・40歳代
( n=73)

女性・40歳代
( n=108)

男性・50歳代
( n=71)

女性・50歳代
( n=91)

男性・60歳代
( n=112)

女性・60歳代
( n=135)

男性・70歳代
( n=85)

女性・70歳代
( n=81)

男性・80歳以上
( n=18)

女性・80歳以上
( n=24)

参加した 参加していない 無回答
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 20 ‭”  

【職業別】 

 職業別にみると、「参加した」の割合が最も高かったのは「自営業」で 32.6％、次いで「教員、

公務員」が 32.3％、「自由業」が 30.8％となっている。この３つの職業は、社会のために役に立ち

たいと思うか（問 8）でも「そう思う」の割合が比較的高く、地域活動への参加に対する意欲がう

かがえる。 

 一方、「参加した」の割合が低いのは、「学生」が 5.0％、「勤め人」が 15.2％などとなっており、

職業により参加の度合いに差がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6

15.2

30.8

32.3

25.0

17.1

5.0

27.2

25.6

65.1

84.4

69.2

67.7

75.0

80.5

95.0

72.4

72.3

2.3

0.3

0.0

0.0

2.4

0.0

0.4

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業
(n=43)

勤め人
(n=289)

自由業
(n=13)

教員、公務員
(n=65)

パート、アルバイト
(n=140)

その他の職業
(n=41)

学生
(n=20)

主婦（主夫）
(n=254)

無職
(n=195)

参加した 参加していない 無回答
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(2)   

問 10 で１と答えた方へおうかがいします。 

付問 10-1 あなたは、この１年間でどのような活動に参加しましたか。（複数回答） 

 

この 1 年間でボランティア活動等に参加した人の活動内容については、「環境美化、環境保全な

ど環境にかかわる活動」が最も高く 30.6%で、約 3 割に達した。次いで、「高齢者や障害者の支援

など福祉にかかわる活動」（23.4％）、「まちづくりなどの地域の活性化にかかわる活動」（22.6％）、

「交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動」（22.2％）、「芸術・文化・スポーツに

かかわる活動」（21.4％）などが、それぞれ約 20％程度となった。 
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30.6

23.4

22.6

22.2

21.4

19.4

13.7

13.7

12.9

10.1

8.9

8.1

2.8

8.9

0.8

0 10 20 30 40

環境美化、環境保全など環境にかかわる活動

高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動

まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動

交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動

芸術・文化・スポーツにかかわる活動

バザーや募金活動

青少年の育成にかかわる活動

公共施設での活動

子育て支援にかかわる活動

医療や健康にかかわる活動

人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動

国際協力、国際交流にかかわる活動

災害救援にかかわる活動

その他

無回答

(%)

n=248
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【性別】 

 性別にみると、男女ともに「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が最も高いが、女性

は次いで「高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動」（27.0％）、「バザーや募金活動」（23.7％）

となっている。一方、男性では、「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」が 25.3％、「まちづくり

など地域の活性化にかかわる活動」が 24.2％となっており、男女によって参加している活動内容に

違いがみられた。 

 男女差の大きいものでは、「子育て支援にかかわる活動」は女性が 19.7％なのに対して男性は

1.1％にとどまっている。反対に、「青少年の育成にかかわる活動」は男性が 17.9％なのに対して、

女性は 11.2％となっている。 
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30.5

17.9

24.2

23.2

25.3

12.6

17.9

11.6

1.1

10.5

8.4

7.4

3.2

13.7

0.0

30.3

27.0

21.7

21.7

19.1

23.7

11.2

15.1

19.7

9.9

9.2

8.6

2.6

5.9

1.3

0 10 20 30 40

環境美化、環境保全など環境にかかわる活動

高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動

まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動

交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動

芸術・文化・スポーツにかかわる活動

バザーや募金活動

青少年の育成にかかわる活動

公共施設での活動

子育て支援にかかわる活動

医療や健康にかかわる活動

人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動

国際協力、国際交流にかかわる活動

災害救援にかかわる活動

その他

無回答

男性
( n=95)

女性
( n=152)

(%)
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 【年代別】 

 年代別にみると、「環境美化、環境保全など」は 70 歳代を除き全ての年代で 1 位か 2 位となって

おり、年代を問わず参加されている活動である。 

一方、「子育て支援にかかわる活動」は 40 歳代で 2 位、30 歳代で 4 位となっているが、他の年

代では上位にあがってきていないため、子育て世代である 30～40 歳代が主に活動に参加している

ものと考えられる。 

50 歳代で 2 位の「青少年の育成にかかわる活動」は、他の年代では上位 5 位圏外であり、参加

している年代が偏っている活動である。 

その他は「交通安全、防犯、防火活動」、「まちづくりなど地域活性化」などが上位に入っている

年代が多い。 
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

高齢者や障害者な
どの支援

交通安全、防犯、防
火活動

環境美化、環境保
全など

環境美化、環境保
全など

芸術・文化・スポー
ツ

まちづくりなど地域
の活性化

環境美化、環境保
全など

30.0% 32.4% 35.6% 43.2% 29.8% 32.1% 36.4%

環境美化、環境保
全など

環境美化、環境保
全など

子育て支援にかか
わる活動

青少年の育成にか
かわる活動

環境美化、環境保
全など

交通安全、防犯、防
火活動

高齢者や障害者な
どの支援

30.0% 23.5% 28.9% 32.4% 29.8% 32.1% 27.3%

バザーや募金活動
高齢者や障害者な
どの支援

まちづくりなど地域
の活性化

高齢者や障害者な
どの支援

高齢者や障害者な
どの支援

高齢者や障害者な
どの支援

公共施設での活動

30.0% 20.6% 22.2% 24.3% 28.1% 30.2% 18.2%

まちづくりなど地域
の活性化

子育て支援にかか
わる活動

バザーや募金活動 バザーや募金活動
まちづくりなど地域
の活性化

芸術・文化・スポー
ツ

芸術・文化・スポー
ツ

20.0% 20.6% 22.2% 24.3% 28.1% 28.3% 9.1%

芸術・文化・スポー
ツ

芸術・文化・スポー
ツ

交通安全、防犯、防
火活動

医療や健康にかか
わる活動

交通安全、防犯、防
火活動

公共施設での活動
まちづくりなど地域
の活性化

20.0% 17.6% 17.8% 21.6% 17.5% 22.6% 9.1%

2位

3位

4位

5位

1位
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(3)   ‍Ὼ‒Ὸ῾ 

問 10 で１と答えた方へおうかがいします。 

付問 10-2 あなたが「地域活動・ボランティア活動」を始めたきっかけは何でしたか。 

（複数回答） 

 

参加したきっかけについては、「自発的な意思で」が 38.7%と最も高く、次いで「自治会や子ど

も会など地域の活動を通じて」が 35.1％、「通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて」

が 22.2％、「社会のために役立ちたかった」が 20.2％などとなっている。 
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38.7

35.1

22.2

20.2

18.5

16.5

15.3

10.9

8.5

7.3

4.4

5.2

2.4

0 10 20 30 40 50

自発的な意思で

自治会や子ども会など地域の活動を通じて

通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて

社会のために役立ちたかった

所属する学習団体やサークルなどの活動を通じて

周りの人からお願いされて

家族や親戚・友人や知人に勧められて

退職や子育てが一段落して

ボランティアや地域活動にかかわる
講座や研修会に参加して

新聞、雑誌、ポスター、ちらしなどを見て

自治体などが行っている講座や研修会が発展して

その他

無回答

(%)

n=248
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【性別】 

 性別にみると、男性は「自発的な意思で」（42.1％）と「自治会や子ども会など地域の活動を通

じて」（43.2％）の 2 頄目が目立って高くなっている。女性は「自発的な意思で」が 36.8％で最も

高く、次いで「自治会や子ども会など地域の活動を通じて」が 29.6％、「通っている学校や勤め先

での研修や活動を通じて」が 28.3％などとなっており、頄目によって男女差が大きい。 

 「社会のために役立ちたかった」は男性では 27.4％を占め、第 3 位だが、女性では 15.8％にと

どまっており、全体の 6 番目と高くない。 
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42.1

43.2

12.6

17.9

13.7

27.4

15.8

10.5

5.3

7.4

3.2

9.5

36.8

29.6

28.3

19.1

18.4

15.8

15.1

11.2

10.5

7.2

5.3

2.6

0 10 20 30 40 50

自発的な意思で

自治会や子ども会など地域の活動を通じて

通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて

所属する学習団体やサークルなどの活動を通じて

周りの人からお願いされて

社会のために役立ちたかった

家族や親戚・友人や知人に勧められて

退職や子育てが一段落して

ボランティアや地域活動にかかわる講座や研修会に参加して

新聞、雑誌、ポスター、ちらしなどを見て

自治体などが行っている講座や研修会が発展して

その他

男性
( n=95)

女性
( n=152)

(%)



 

 27 

【年代別】 

年代別にみると、20 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳代では「自発的な意思で」が最も高く、30

歳代、40 歳代では「学校や勤め先での活動等を通じて」、80 歳以上では「自治会や子ども会などを

通じて」が最も高くなっている。 

60 歳代、70 歳代では「退職や子育てが一段落して」が、40 歳代では「周りの人からお願いされ

て」がそれぞれ 4 位に入っている。 
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

自発的な意思で
学校や勤め先での
活動等を通じて

学校や勤め先での
活動等を通じて

自発的な意思で 自発的な意思で 自発的な意思で
自治会や子ども会
などを通じて

50.0% 47.1% 46.7% 43.2% 43.9% 47.2% 36.4%

学校や勤め先での
活動等を通じて

自治会や子ども会
などを通じて

自治会や子ども会
などを通じて

自治会や子ども会
などを通じて

自治会や子ども会
などを通じて

自治会や子ども会
などを通じて

自発的な意思で

40.0% 35.3% 33.3% 40.5% 33.3% 39.6% 27.3%

社会のために役立
ちたかった

自発的な意思で 自発的な意思で
社会のために役立
ちたかった

団体やサークル活
動等を通じて

社会のために役立
ちたかった

社会のために役立
ちたかった

20.0% 32.4% 22.2% 24.3% 29.8% 32.1% 18.2%

家族や親戚・友人
や知人に勧められ
て

社会のために役立
ちたかった

周りの人からお願
いされて

学校や勤め先での
活動等を通じて

退職や子育てが一
段落して

退職や子育てが一
段落して

周りの人からお願
いされて

20.0% 11.8% 17.8% 21.6% 21.1% 24.5% 18.2%

新聞、雑誌、ポス
ター等を見て

家族や親戚・友人
や知人に勧められ
て

家族や親戚・友人
や知人に勧められ
て

団体やサークル活
動等を通じて

社会のために役立
ちたかった

団体やサークル活
動等を通じて

家族や親戚・友人
や知人に勧められ
て

20.0% 11.8% 13.3% 18.9% 21.1% 22.6% 9.1%

1位

2位

3位

4位

5位
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(4)  ”  

問 10 で１と答えた方へおうかがいします。 

付問 10-3 あなたが参加している活動は、主にどこを拠点（活動場所）として活動していますか。

（複数回答） 

 

活動拠点については、「居住地域周辺」が 30.6%と最も高く、次いで「自治会館・町内会館・集

会室」が 30.2%、「学校」が 26.2％、「公共施設」が 25.4％、「福祉施設・医療機関」が 13.3％と

なっている。 
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30.6

30.2

26.2

25.4

13.3

8.1

6.0

4.4

4.0

2.8

2.0

1.2

0 10 20 30 40

居住地域周辺

自治会館・町内会館・集会室

学校

公共施設

福祉施設・医療機関

在学している学校・勤め先

個人宅

特に決まっていない

その他

幼稚園・保育所（園）

商業施設など民間の施設

無回答

(%)

n=248
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【性別】 

 性別にみると、男性では「居住地域周辺」が 40.0％で最も高く、次いで「自治会館・町内会館・

集会室」が 29.5％、「公共施設」が 25.3％などとなっている。 

 一方、女性は「自治会館・町内会館・集会室」が最も高く 30.9％、次いで「学校」が 28.9％、「公

共施設」が 25.7％となっている。 

 男女差が大きいものをみると、「居住地域周辺」は男性が女性よりも 15.0 ポイント高く、「福祉

施設・医療機関」は女性が男性より 14.9 ポイント高くなっている。 
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40.0

29.5

21.1

25.3

4.2

7.4

4.2

0.0

3.2

5.3

4.2

1.1

25.0

30.9

28.9

25.7

19.1

8.6

7.2

4.6

1.3

3.3

4.6

1.3

0 10 20 30 40 50

居住地域周辺

自治会館・町内会館・集会室

学校

公共施設

福祉施設・医療機関

在学している学校・勤め先

個人宅

幼稚園・保育所（園）

商業施設など民間の施設

その他

特に決まっていない

無回答

男性
( n=95)

女性
( n=152)

(%)
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【居住地区別】 

 居住地区別にみると、中央区では「自治会館・町内会館・集会室」が最も高く、花見川区、稲毛

区では「公共施設」が、若葉区、緑区では「居住地域周辺」が、美浜区では「学校」が最も高い。 

 上位頄目は地区により大きな違いはないが、美浜区では「公共施設」が 8.6％にとどまっている

などその割合は地区によって差がみられる。 
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中央区(n=35) 花見川区(n=42) 稲毛区(n=45) 若葉区(n=47) 緑区(n=44) 美浜区(n=35)

自治会館・町内会
館・集会室

公共施設 公共施設 居住地域周辺 居住地域周辺 学校

37.1% 33.3% 35.6% 40.4% 31.8% 37.1%

居住地域周辺
自治会館・町内会
館・集会室

学校
自治会館・町内会
館・集会室

自治会館・町内会
館・集会室

居住地域周辺

28.6% 28.6% 28.9% 36.2% 29.5% 25.7%

学校 居住地域周辺
自治会館・町内会
館・集会室

公共施設 学校
自治会館・町内会
館・集会室

22.9% 28.6% 26.7% 27.7% 20.5% 22.9%

公共施設 学校 居住地域周辺 学校 公共施設
在学している学校・
勤め先

22.9% 23.8% 26.7% 25.5% 20.5% 8.6%

福祉施設・医療機
関

個人宅
福祉施設・医療機
関

福祉施設・医療機
関

福祉施設・医療機
関

公共施設

20.0% 14.3% 6.7% 17.0% 13.6% 8.6%

5位

1位

2位

3位

4位
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わからない
22.9%

時間があれ
ば参加した

い
45.2%

参加したい
19.7%

無回答
1.3%

参加したく
ない
10.9%

n=1,071

(5)   

問 11 あなたは、今後、地域活動やボランティア活動に参加したいと思いますか。 

（単数回答） 

 

ボランティア活動等への参加意

向については、「時間があれば参加し

たい」が 45.2%と最も高く、次いで

「わからない」が 22.9%と 2 番目に

高くなっている。 

「参加したい」については 19.7%

となっており、「参加したくない」の

10.9%を約10ポイント程度上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、「参加したい」と「時間があれば参加したい」を合わせた割合は男女ともに 65％

前後でほとんど差はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.2

19.6

44.3

46.1

12.4

9.6

22.4

23.2

0.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
( n=451)

女性
( n=612)

参加したい 時間があれば参加したい 参加したくない わからない 無回答
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【年代別】 

 年代別にみると、「参加したい」の割合は 60 歳代で最も高く 24.7％、次いで 70 歳代が 22.8％、

50 歳代が 21.6％、20 歳代が 21.0％となっている。「時間があれば参加したい」が最も高いのは

20 歳代で 53.1％、次いで 40 歳代が 53.0％で、「参加したい」と「時間があれば参加したい」を合

わせた割合が最も高いのは 20 歳代の 74.1％だった。 

 一方、70 歳代では「時間があれば参加したい」の割合が他の年代と比べて低かったため、全体

として参加意向のある人の割合は 56.9％にとどまっている。80 歳以上では、「参加したくない」

と「わからない」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.0

13.7

16.6

21.6

24.7

22.8

11.4

53.1

48.4

53.0

48.1

45.7

34.1

15.9

8.6

11.0

8.6

10.5

12.0

27.3

17.3

25.3

21.6

19.0

30.5

29.5

0.0

1.6

0.6

0.0

0.0

0.6

15.9

8.8 21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０歳代
( n=81)

３０歳代
( n=182)

４０歳代
( n=181)

５０歳代
( n=162)

６０歳代
( n=247)

７０歳代
( n=167)

８０歳以上
( n=44)

参加したい 時間があれば参加したい 参加したくない わからない 無回答
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【男女年代別】 

  男女年代別にみると、男性では「参加したい」の割合が 60 歳代で最も高く 25.9％、「参加したい」

と「時間があれば参加したい」を合わせた割合も 60 歳代が最も高く、74.1％だった。 

 一方、女性では、20 歳代で「参加したい」が最も高く、25.4％だった。「時間があれば参加したい」

を合わせた割合も 77.8％と非常に高く、男性との差が大きい。また、50 歳代が 72.5％、40 歳代が 71.3％

で 7 割を超えている。 

5.6

25.4

13.9

13.6

19.2

14.8

22.5

20.9

25.9

23.7

23.5

22.2

5.6

16.7

55.6

52.4

45.8

50.0

47.9

56.5

43.7

51.6

48.2

43.7

38.8

29.6

16.7

12.5

16.7

6.3

6.4

12.3

6.5

9.9

7.7

10.7

10.4

5.9

17.3

33.3

25.0

22.2

15.9

27.3

20.5

21.3

23.9

19.8

15.2

22.2

31.8

29.6

27.8

29.2

2.7

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

16.7

16.7

18.1 22.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・20歳代
( n=18)

女性・20歳代
( n=63)

男性・30歳代
( n=72)

女性・30歳代
( n=110

男性・40歳代
( n=73)

女性・40歳代
( n=108)

男性・50歳代
( n=71)

女性・50歳代
( n=91)

男性・60歳代
( n=112)

女性・60歳代
( n=135)

男性・70歳代
( n=85)

女性・70歳代
( n=81)

男性・80歳以上
( n=18)

女性・80歳以上
( n=24)

参加したい 時間があれば参加したい 参加したくない わからない 無回答
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【職業別】 

 職業別にみると、「自由業」で参加意向が最も強く、9 割以上が条件付ではあるが参加したいと回

答している。参加意向が最も低いのは「無職」で半数程度にとどまっているが、それ以外の職業は

全て 6 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3

18.3

23.1

16.9

18.6

22.0

25.0

20.9

20.5

58.1

49.8

69.2

56.9

43.6

43.9

55.0

43.3

33.8

7.0

10.7

12.3

9.3

9.8

0.0

10.2

15.4

11.6

20.8

13.8

27.1

24.4

20.0

24.8

27.2

0.0

1.4

0.0

0.0

0.8

3.1

0.0
7.7

0.0

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業
(n=43)

勤め人
(n=289)

自由業
(n=13)

教員、公務員
(n=65)

パート、アルバイト
(n=140)

その他の職業
(n=41)

学生
(n=20)

主婦（主夫）
(n=254)

無職
(n=195)

参加したい 時間があれば参加したい 参加したくない わからない 無回答
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(6)   ‍΅  

問 11 で１または２と答えた方へおうかがいします。 

付問 11-1 あなたは、今後どのような活動に参加したいですか。（３つまで回答） 

 

今後参加したい活動については、「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」への参加意欲

が最も高く 38.6%、続いて「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 32.7%となっている。

前述の“この 1 年間で参加した活動の内容”でも上記の 2 頄目は両方とも上位だが、項位が逆転し

ている。 

続いて、「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」が 30.1％、「高齢者や障害者の支援など福祉に

かかわる活動」が 28.9％、「子育て支援にかかわる活動」が 23.3％などとなっている。 
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38.6

32.7

30.1

28.9

23.3

18.4

18.0

16.1

14.8

14.2

14.1

11.2

6.6

1.9

1.7

0 10 20 30 40 50

まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動

環境美化、環境保全など環境にかかわる活動

芸術・文化・スポーツにかかわる活動

高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動

子育て支援にかかわる活動

医療や健康にかかわる活動

交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動

人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動

国際協力、国際交流にかかわる活動

公共施設での活動

災害救援にかかわる活動

青少年の育成にかかわる活動

バザーや募金活動

その他

無回答

(%)

n=695
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【参加の有無別】 

 問 10 のこの 1 年間地域活動・ボランティア活動に参加したかの回答別にみると、この 1 年間に

地域活動に参加した人は「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」（32.7％）、「芸術・文化・

スポーツにかかわる活動」（31.4％）、「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」（30.5％）が

3 割強で並んでいる。 

 参加していない人は「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」が 40.8％で最も高く、「環

境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 33.8％、「芸術・文化・スポーツにかかわる活動」

が 29.7％などとなっている。 

 両者の差が大きい頄目をみると、「災害救援にかかわる活動」は参加していない人で 17.0％だが、

参加経験のある人は 8.2％と低い。 

 一方、「青少年の育成にかかわる活動」は、参加した人は 17.3％だが、参加していない人は 8.3％

となっている。 
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32.7

30.5

31.4

28.6

20.9

16.8

19.1

15.0

12.3

11.8

8.2

17.3

10.5

2.7

2.7

40.8

33.8

29.7

29.1

24.4

19.1

17.4

16.6

16.1

15.5

17.0

8.3

4.9

1.5

1.3

0 10 20 30 40 50

まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動

環境美化、環境保全など環境にかかわる活動

芸術・文化・スポーツにかかわる活動

高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動

子育て支援にかかわる活動

医療や健康にかかわる活動

交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動

人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動

国際協力、国際交流にかかわる活動

公共施設での活動

災害救援にかかわる活動

青少年の育成にかかわる活動

バザーや募金活動

その他

無回答

参加した(n=220)

参加していない(n=471)

(%)
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【性別】 

 性別にみると、男性では「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」が最も高く 43.3％、

次いで「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 37.8％、「芸術・文化・スポーツにかか

わる活動」が 33.7％などとなっている。 

 また、女性は「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」と「高齢者や障害者の支援など

福祉にかかわる活動」が 35.3％で並んでおり、次いで「子育て支援にかかわる活動」が 31.1％、

「環境美化、環境保全など環境にかかわる活動」が 28.9％となっている。 

 男女差が大きいものは、高齢者や障害者支援、子育て支援、医療健康など、健康福祉にかかわ

る頄目で男性よりも女性が高くなる傾向が顕著である。一方、男性では交通安全、まちづくりな

どで女性よりも関心が高く、性別によって参加したい活動は大きく異なっているといえる。 
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43.3

37.8

33.7

20.3

12.4

12.0

27.1

18.6

14.8

12.7

17.5

13.7

2.7

2.7

35.3

28.9

27.4

35.3

31.1

23.1

11.4

14.4

14.4

15.4

11.7

9.5

9.2

1.2

0 10 20 30 40 50

まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動

環境美化、環境保全など環境にかかわる活動

芸術・文化・スポーツにかかわる活動

高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動

子育て支援にかかわる活動

医療や健康にかかわる活動

交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動

人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動

国際協力、国際交流にかかわる活動

公共施設での活動

災害救援にかかわる活動

青少年の育成にかかわる活動

バザーや募金活動

その他

男性
( n=291)

女性
( n=402)

(%)
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【年代別】 

 年代別にみると、30 歳代では「子育て支援にかかわる活動」が 40.7％で最も高く、20 歳代で

33.3％、40 歳代で 30.2％と低い年齢層で高くなっている。一方、「高齢者や障害者の支援」は 70

歳代で最も高く 38.9％だが、全ての年代で 5 位以内に入っている。60 歳代では半数近くが「まち

づくりなど地域活性化」と回答するなど関心が高い。 
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

芸術・文化・スポー
ツ

子育て支援にかか
わる活動

環境美化、環境保
全など

芸術・文化・スポー
ツ

まちづくりなど地域
の活性化

まちづくりなど地域
の活性化

高齢者や障害者な
どの支援

41.7% 40.7% 33.3% 37.2% 47.7% 40.0% 33.3%

まちづくりなど地域
の活性化

まちづくりなど地域
の活性化

まちづくりなど地域
の活性化

まちづくりなど地域
の活性化

環境美化、環境保
全など

高齢者や障害者な
どの支援

医療や健康にかか
わる活動

38.3% 38.1% 31.7% 33.6% 39.1% 38.9% 25.0%

子育て支援にかか
わる活動

芸術・文化・スポー
ツ

子育て支援にかか
わる活動

環境美化、環境保
全など

高齢者や障害者な
どの支援

環境美化、環境保
全など

まちづくりなど地域
の活性化

33.3% 32.7% 30.2% 28.3% 32.8% 36.8% 25.0%

高齢者や障害者な
どの支援

環境美化、環境保
全など

高齢者や障害者な
どの支援

高齢者や障害者な
どの支援

芸術・文化・スポー
ツ

交通安全、防犯、防
火活動

環境美化、環境保
全など

30.0% 28.3% 27.0% 22.1% 29.3% 27.4% 25.0%

国際協力、国際交
流る活動

高齢者や障害者な
どの支援

医療や健康にかか
わる活動

公共施設での活動
交通安全、防犯、防
火活動

芸術・文化・スポー
ツ

バザーや募金活動

28.3% 23.0% 23.8% 22.1% 20.1% 24.2% 25.0%

5位

1位

2位

3位

4位
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【職業別】 

 職業別にみると、勤め人では「まちづくりなど地域活性化」が最も高く、次いで「芸術・文化・

スポーツ」、「環境美化、環境保全など」などとなっている。主婦（主夫）では、「まちづくりなど

地域の活性化にかかわる活動」が最も高いが、次いで「高齢者や障害者の支援など福祉にかかわ

る活動」、「子育て支援にかかわる活動」と続いており、福祉に関する活動に関心が高くなってい

る。「まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動」はどの職業でも 3 位以内に入っており、職業

を問わず関心が高い。 
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自営業(n=35) 勤め人(n=197) 自由業(n=12)
教員、公務員
(n=48)

パート、
アルバイト
(n=87)

その他の職業
(n=27)

学生(n=16)
主婦（主夫）
(n=163)

無職(n=106)

まちづくりなど
地域の活性化

まちづくりなど
地域の活性化

まちづくりなど
地域の活性化

芸術・文化・ス
ポーツ

環境美化、環
境保全など

まちづくりなど
地域の活性化

芸術・文化・ス
ポーツ

まちづくりなど
地域の活性化

まちづくりなど
地域の活性化

34.3% 40.1% 41.7% 37.5% 36.8% 44.4% 56.3% 37.4% 42.5%

芸術・文化・ス
ポーツ

芸術・文化・ス
ポーツ

芸術・文化・ス
ポーツ

子育て支援に
かかわる活動

まちづくりなど
地域の活性化

医療や健康に
かかわる活動

まちづくりなど
地域の活性化

高齢者や障害
者などの支援

高齢者や障害
者などの支援

31.4% 35.0% 41.7% 37.5% 34.5% 33.3% 43.8% 36.8% 36.8%

環境美化、環
境保全など

環境美化、環
境保全など

学習活動に対
する支援や指
導

まちづくりなど
地域の活性化

高齢者や障害
者などの支援

環境美化、環
境保全など

学習活動に対
する支援や指
導

子育て支援に
かかわる活動

子育て支援に
かかわる活動

31.4% 34.5% 33.3% 33.3% 31.0% 33.3% 37.5% 35.0% 33.0%

交通安全、防
犯、防火活動

高齢者や障害
者などの支援

環境美化、環
境保全など

環境美化、環
境保全など

子育て支援に
かかわる活動

高齢者や障害
者などの支援

高齢者や障害
者などの支援

環境美化、環
境保全など

環境美化、環
境保全など

25.7% 22.8% 33.3% 27.1% 29.9% 29.6% 31.3% 27.6% 27.4%

国際協力、国
際交流る活動

子育て支援に
かかわる活動

災害救援活動
交通安全、防
犯、防火活動

芸術・文化・ス
ポーツ

交通安全、防
犯、防火活動

環境美化、環
境保全など

芸術・文化・ス
ポーツ

芸術・文化・ス
ポーツ

22.9% 21.3% 25.0% 25.0% 23.0% 29.6% 25.0% 26.4% 24.5%

5位

1位

2位

3位

4位
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(7)  ‭” ║  

問 12 「地域活動・ボランティア活動」に参加するにあたって、丌安や障壁になると思うのはどの

ようなことですか。（３つまで回答） 

 

 地域活動、ボランティア活動に参加するにあたって、不安や障壁となるものについては、「活動

するのに必要な情報が入手しにくい」が 34.1%で最も高く、次いで、「とにかく時間がない」と

「きっかけがない」が 33.1%で並んでいる。 

 一方、「興味がない」は 5.6％と最下位となっており、参加意欲が全くない市民は少ないことが

うかがえる。 
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34.1

33.1

33.1

29.9

26.4

22.2

19

14.9

13.6

7.1

5.6

8.9

1.5

0 10 20 30 40

活動するのに必要な情報が入手しにくい

とにかく時間がない

きっかけがない

自分にどのような活動ができるかわからない

他にもしたい余暇活動がある

気軽に参加できない

育児や介護など家庭の事情がある

いっしょに参加する仲間がいない

人間関係

特に障壁になることはない

興味がない

その他

無回答

(%)

n=1,071
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【参加の有無別】 

 問 10 のこの 1 年間地域活動・ボランティア活動に参加したかの回答別にみると、この 1 年間に

地域活動に参加した人は「活動するのに必要な情報が入手しにくい」が最も高く 31.0％、「とにか

く時間がない」が 28.2％、「他にもしたい余暇活動がある」が 23.8％などとなっている。 

一方、参加していない人は、「きっかけがない」が最も高く 37.3％、次いで「活動するのに必要

な情報が入手しにくい」（35.2％）、「とにかく時間がない」（34.9％）、「自分にどのような活動がで

きるかわからない」（33.8％）などとなっている。きっかけや活動内容がわからないといった頄目

については、経験の有無により割合が大きく異なっている。また、参加経験がある人では、「特に

障壁になることはない」も 18.5％を占めている。 
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31.0

28.2

20.2

17.3

23.8

18.5

15.7

8.1

12.9

7.7

18.5

3.2

2.4

2.7

2.7

35.2

34.9

37.3

33.8

27.6

23.4

19.9

17.2

13.8

9.2

3.7

6.4

0.9

1.5

1.3

0 10 20 30 40 50

活動するのに必要な情報が入手しにくい

とにかく時間がない

きっかけがない

自分にどのような活動ができるかわからない

他にもしたい余暇活動がある

気軽に参加できない

育児や介護など家庭の事情がある

いっしょに参加する仲間がいない

人間関係

その他

特に障壁になることはない

興味がない

無回答

その他

無回答

参加した(n=248)

参加していない(n=813)

(%)
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【性別】 

 性別にみると、男性では「きっかけがない」（37.3％）、「活動するのに必要な情報が入手しにく

い」（36.8％）、「とにかく時間がない」（35.5％）の 3 頄目が上位で並んでいる。 

女性では、「活動するのに必要な情報が入手しにくい」（32.5％）、「自分にどのような活動がで

きるかわからない」（31.9％）、「とにかく時間がない」（31.5％）、「きっかけがない」（30.6％）の

4 頄目が並んでいる。項位は異なるが、上位頄目は男女による大きな違いはみられない。 

男女差が大きいものでは、「他にもしたい余暇活動がある」は男性が女性よりも 9.0 ポイント高

く、「育児や介護など家庭の事情がある」は女性が男性よりも 9.5 ポイント高くなっている。 
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36.8

37.3

35.5

27.5

31.7

18.6

13.5

18.0

13.5

8.2

7.5

6.4

1.1

32.5

30.6

31.5

31.9

22.7

25.0

23.0

12.9

13.7

9.2

6.9

5.1

1.3

0 10 20 30 40 50

活動するのに必要な情報が入手しにくい

きっかけがない

とにかく時間がない

自分にどのような活動ができるかわからない

他にもしたい余暇活動がある

気軽に参加できない

育児や介護など家庭の事情がある

いっしょに参加する仲間がいない

人間関係

その他

特に障壁になることはない

興味がない

無回答

男性
( n=451)

女性
( n=612)

(%)
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【年代別】 

 年代別にみると、30 歳代から 50 歳代は「とにかく時間がない」が最も高く、時間のなさが働

き盛りの世代の最大の障壁と考えられる。次いで 30 歳代では「育児や介護など家庭の事情がある」

が 37.4％で 2 位となっており、参加を妨げる大きな要因となっている。 

 60 歳代では「きっかけがない」が最も高く、次いで「必要な情報が入手しにくい」、「どのよう

な活動ができるのかわからない」となっており、必要な情報や場を提供することによって参加を

促すことができる可能性が高い年代と推測される。70 歳代も項位は異なるが、上位 3 頄目は 60

歳代と同一であり、同様の傾向がうかがえる。 

 活動への不安や障壁となるものは年代によって大きく異なっており、年代層に合わせた支援策

が必要である。 
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

必要な情報が入手
しにくい

とにかく時間がない とにかく時間がない とにかく時間がない きっかけがない
必要な情報が入手
しにくい

どのような活動がで
きるかわからない

46.9% 45.1% 45.3% 44.4% 38.9% 34.7% 20.5%

どのような活動がで
きるかわからない

育児や介護など家
庭の事情がある

必要な情報が入手
しにくい

必要な情報が入手
しにくい

必要な情報が入手
しにくい

どのような活動がで
きるかわからない

きっかけがない

37.0% 37.4% 35.9% 36.4% 34.8% 33.5% 15.9%

他にもしたい余暇活
動がある

きっかけがない きっかけがない きっかけがない
どのような活動がで
きるかわからない

きっかけがない
必要な情報が入手
しにくい

34.6% 34.1% 34.3% 31.5% 32.0% 29.9% 13.6%

きっかけがない
他にもしたい余暇活
動がある

どのような活動がで
きるかわからない

他にもしたい余暇活
動がある

とにかく時間がない
他にもしたい余暇活
動がある

とにかく時間がない

33.3% 30.8% 30.4% 25.3% 23.9% 27.5% 11.4%

とにかく時間がない
必要な情報が入手
しにくい

育児や介護など家
庭の事情がある

どのような活動がで
きるかわからない

他にもしたい余暇活
動がある

気軽に参加できな
い

特に障壁になること
はない

29.6% 29.1% 28.7% 22.8% 23.9% 19.8% 11.4%

5位

1位

2位

3位

4位
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║∑≤└Ω₉₈ ”  

(1)  ‭”  

問 13 あなたは以下のことに興味関心がありますか。（単数回答） 

 

組織や活動への興味関心については、「3.生涯学習ボランティアへの興味関心」が最も高く

51.7％、次いで「5.プロボノへの興味関心」が 47.2％、「1.ＮＰＯ（民間非営利組織）への興味関

心」が 42.6％などとなっている。 

一方、興味がないとの回答は、「4.社会起業家への興味関心」が 66.9%で最も高かった。 
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42.6

29.9

51.7

22.2

47.2

48.6

59.6

38.7

66.9

42.3

8.8

10.6

10.9

10.5

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.NPO（民間非営利組織）への興味関心

2.コミュニティビジネス・ソーシャル
ビジネスへの興味関心

3.生涯学習ボランティアへの興味関心

4.社会起業家への興味関心

5.プロボノへの興味関心

興味がある 興味がない 無回答
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【性別】 

 性別にみると、男性で最も興味関心が高いのは「プロボノ」で 56.1％が「興味がある」と回答

している。次いで「生涯学習ボランティア」が 51.5％、「ＮＰＯ（民間非営利組織）」が 47.0％と

なっている。 

女性では「生涯学習ボランティア」が最も高く 61.2％、次いで「プロボノ」が 50.2％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 年代別にみると、「ＮＰＯ（民間非営利組織）」は 70 歳代、20 歳代で高く 50％を超えている。

「コミュニティビジネス・ソーシャルビジネス」は 20 歳代で 40.7％、40 歳代で 39.0％と高いが、

年代が上がるにつれて「興味がない」の割合が高くなる傾向がみられる。 

「生涯学習ボランティア」は総じて興味関心が高い。 

「社会起業家」は年齢が低い層で興味関心が高く、高年齢層では低くなっている。 

 「プロボノ」は 20 歳代から 60 歳代までで半数以上を占めており、全体的に関心の高い活動と

なっている。 
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興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

NPO（民間非営利組織）
47.0 53.0 46.5 53.5

コミュニティビジネス・
ソーシャルビジネス 36.2 63.8 31.2 68.8

生涯学習ボランティア
51.5 48.5 61.2 38.8

社会起業家
29.8 70.2 21.0 79.0

プロボノ
56.1 43.9 50.2 49.8

※無回答を除く

男性 女性

興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

NPO（民間非営利組織）
53.1 46.9 41.3 58.7 45.5 54.5 49.7 50.3

コミュニティビジネス・
ソーシャルビジネス 40.7 59.3 34.8 65.2 39.0 61.0 34.6 65.4

生涯学習ボランティア
59.3 40.7 56.2 43.8 56.3 43.7 62.1 37.9

社会起業家
32.1 67.9 31.8 68.2 29.5 70.5 22.4 77.6

プロボノ
53.1 46.9 58.1 41.9 54.0 46.0 54.5 45.5

興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

興味が
ある

興味が
ない

NPO（民間非営利組織）
45.6 54.4 53.2 46.8 27.3 72.7

コミュニティビジネス・
ソーシャルビジネス 27.5 72.5 31.3 68.7 10.0 90.0

生涯学習ボランティア
57.3 42.7 56.2 43.8 30.4 69.6

社会起業家
16.3 83.7 23.5 76.5 10.0 90.0

プロボノ
53.1 46.9 44.3 55.7 28.6 71.4

※無回答を除く

60歳代 70歳代 80歳以上

40歳代 50歳代20歳代 30歳代

 46 ‭”  
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 48 ”  

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

千葉市ボランティアセンター
15.4 84.6 27.0 73.0

千葉市ボランティアズカフェ
4.0 96.0 8.8 91.2

千葉市民活動センター
12.6 87.4 15.3 84.7

ちば生涯学習
ボランティアセンター 20.3 79.7 32.1 67.9

財団法人千葉市国際交流
協会 8.6 91.4 12.9 87.1

※無回答を除く

男性 女性

(2)  ”  

問 14 あなたは次のボランティア活動関連の施設をご存知ですか。（単数回答） 

 

  市内のボランティア活動の関連施設の認知度は、「4.ちば生涯学習ボランティアセンター」が最

も高く 25.9%、次いで「1.千葉市ボランティアセンター」が 21.3%となっている。「2.千葉市ボラ

ンティアズカフェ」の認知度が最も低く 6.4％にとどまっている。総じて活動関連施設の認知度は

高いとは言えず、広報周知不足と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 性別にみると、全ての施設で女性の認知度

が高い。男女ともに「ちば生涯学習ボランテ

ィアセンター」の認知度が最も高く、男性は

20.3％、女性は 32.1％だった。一方、「千葉市

ボランティアズカフェ」は男女ともに認知度

が低く、1 割にも満たない。 
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21.3

6.4

13.6

25.9

10.6

75.0

88.4

81.6

69.7

83.9

3.7

5.1

4.5

5.5

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.千葉市ボランティアセンター

2.千葉市ボランティアズカフェ

3.千葉市民活動センター

4.ちば生涯学習ボランティアセンター

5.財団法人千葉市国際交流協会

知っている 知らない 無回答
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【年代別】 

年代別にみると、認知度が 3 割を超えているのは、「ちば生涯学習ボランティアセンター」の 50

歳代と 70 歳代のみである。 

「千葉市ボランティアセンター」は 60 歳代で 26.1％、70 歳代で 25.2％と年齢が高い層で認知

度が高い。 

「千葉市民活動センター」は 80 歳以上で 27.3％と高いが、30 歳代以下では 1 割に満たない。 

「財団法人千葉市国際交流協会」、「千葉市ボランティアズカフェ」は全ての年代で 1 割前後と

なっており、認知度は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

千葉市ボランティアセンター
19.8 80.2 17.6 82.4 18.4 81.6 23.9 76.1

千葉市ボランティアズカフェ
2.5 97.5 3.8 96.2 5.0 95.0 8.9 91.1

千葉市民活動センター
8.8 91.3 9.9 90.1 11.7 88.3 14.6 85.4

ちば生涯学習
ボランティアセンター 27.2 72.8 18.7 81.3 24.4 75.6 34.0 66.0

財団法人千葉市国際交流
協会 10.0 90.0 9.9 90.1 10.6 89.4 12.1 87.9

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

知って
いる

知ら
ない

千葉市ボランティアセンター
26.1 73.9 25.2 74.8 24.3 75.7

千葉市ボランティアズカフェ
7.8 92.2 10.8 89.2 9.1 90.9

千葉市民活動センター
15.7 84.3 19.5 80.5 27.3 72.7

ちば生涯学習
ボランティアセンター 28.6 71.4 32.2 67.8 18.2 81.8

財団法人千葉市国際交流
協会 12.9 87.1 10.3 89.7 9.1 90.9

※無回答を除く

20歳代 30歳代

60歳代 70歳代 80歳以上

40歳代 50歳代
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(3)  ’  

問 15 地域活動・ボランティア活動に参加するにあたって必要な情報はどんなことですか。 

（複数回答） 

 

 地域活動・ボランティア活動に参加の際に必要な情報については、「団体や組織の活動内容や実

績がわかる情報が欲しい」が最も高く 57.1％、次いで「自分に合った活動かどうか知りたい」が

53.0％、「団体や組織の雰囲気が知りたい」が 40.0％、「自分の知識や特技などが生かせる場かど

うか知りたい」が 36.0％などとなっている。 

 活動へ参加する第一歩として、団体や組織がどういうところなのか、どんな活動をしているの

かをまず知りたいという意向が強い。 
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57.1

53.0

40.0

36.0

31.0

27.3

4.6

7.7

0 20 40 60

団体や組織の活動内容や実績がわかる情報
が欲しい

自分に合った活動かどうか知りたい

団体や組織の雰囲気が知りたい

自分の知識や特技などが生かせる場かどうか
知りたい

講座や研修の情報が欲しい

相談できる窓口の情報が欲しい

その他

無回答

(%)

n=1,071



 

 49 

【性別】 

 性別にみると、男女とも「団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい」が最も高く、次

いで「自分に合った活動かどうか知りたい」、「団体や組織の雰囲気が知りたい」などとなっており、

性別による大きな差はみられない。 
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57.4

52.1

37.5

38.1

27.9

30.2

4.2

57.4

54.2

42.2

34.8

33.3

25.3

4.9

0 20 40 60

団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい

自分に合った活動かどうか知りたい

団体や組織の雰囲気が知りたい

自分の知識や特技などが生かせる場かどうか知りたい

講座や研修の情報が欲しい

相談できる窓口の情報が欲しい

その他

男性
( n=451)

女性
( n=612)

(%)
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【年代別】 

 年代別にみると、60 歳代、70 歳代では「自分に合った活動かどうか知りたい」が最も高く、そ

の他の年代では「団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい」が最も高い。特に 40 歳代

では 7 割を超えており、他の年代と比較して高くなっている。  
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

団体や組織の活動
内容や実績

団体や組織の活動
内容や実績

団体や組織の活動
内容や実績

団体や組織の活動
内容や実績

自分に合った活動
かどうか

自分に合った活動
かどうか

団体や組織の活動
内容や実績

66.7% 65.9% 71.8% 64.8% 60.7% 46.1% 25.0%

団体や組織の雰囲
気

団体や組織の雰囲
気

自分に合った活動
かどうか

自分に合った活動
かどうか

団体や組織の活動
内容や実績

団体や組織の活動
内容や実績

自分に合った活動
かどうか

63.0% 57.7% 55.8% 50.6% 47.8% 42.5% 15.9%

自分に合った活動
かどうか

自分に合った活動
かどうか

団体や組織の雰囲
気

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

講座や研修の情報
知識や特技などが
生かせる場かどう
か

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

59.3% 55.5% 54.7% 35.8% 34.0% 35.9% 15.9%

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

団体や組織の雰囲
気

知識や特技などが
生かせる場かどう
か

相談できる窓口の
情報

団体や組織の雰囲
気

37.0% 36.3% 47.0% 35.2% 32.4% 29.3% 13.6%

講座や研修の情報 講座や研修の情報 講座や研修の情報 講座や研修の情報
団体や組織の雰囲
気

講座や研修の情報
相談できる窓口の
情報

35.8% 35.2% 34.3% 33.3% 30.4% 21.6% 11.4%

5位

1位

2位

3位

4位
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(4)  ∑≤└Ω₉₈ ” ‚ ’ ‗ 

問 16 今後、地域活動・ボランティア活動を活性化するためには、どのようなことが必要だと思い

ますか。（3 つまで回答） 

 

 地域活動・ボランティア活動の活性化に必要なことは、「ボランティア活動をしたい人と、お願

いしたい人を結びつける仕組み」が最も高く 52.2％、次いで「やりたいと思った時に相談にのって

くれる窓口」が 41.4％、「学校や地域、施設でのボランティアの受け入れをすすめていくこと」が

28.9％、「ボランティア活動の理解を図るための講座やイベント」が 27.8％、「参加することで社会

的な活動に結びつくような講座やイベント」が 27.3％などとなっている。 

「多少の謝礼が得られること」（13.2％）、「社会的な評価を得られること」（10.4％）など何らか

の見返りを求める声は少なかった。 
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52.2

41.4

28.9

27.8

27.3

15.9

15.2

13.2

12.7

10.4

3.9

6.3

0 10 20 30 40 50 60

ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕組み

やりたいと思った時に相談にのってくれる窓口

学校や地域、施設でのボランティアの受け入れをすすめていくこと

ボランティア活動の理解を図るための講座やイベント

参加することで社会的な活動に結びつくような講座やイベント

活動で必要となる機材や場所の提供

寄付や助成金などの経済的な支援

多少の謝礼や特典が得られること

リーダーや指導者となる人たちの研修や養成の機会

社会的な評価を得られること

その他

無回答

(%)

n=1,071
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【性別】 

 性別にみると、男女ともに「ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕組

み」（男性：49.7％、女性：54.2％）が最も高く、次いで「やりたいと思った時に相談にのってくれ

る窓口」（男性：39.9％、女性：42.5％）が続いている。男性では「ボランティア活動の理解を図る

ための講座やイベント」が 30.4％で、女性は「学校や地域、施設でのボランティアの受け入れをす

すめていくこと」が 32.4％で 3 位となっている。 

 概ね上位の頄目は男女で同様であり、大きな差はみられない。 
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49.7

39.9

24.6

30.4

26.2

18.4

17.5

13.3

10.6

11.8

4.7

6.2

54.2

42.5

32.4

26.1

28.1

14.2

13.4

13.1

14.4

9.3

3.4

5.7

0 20 40 60

ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕組み

やりたいと思った時に相談にのってくれる窓口

学校や地域、施設でのボランティアの受け入れをすすめていくこと

ボランティア活動の理解を図るための講座やイベント

参加することで社会的な活動に結びつくような講座やイベント

活動で必要となる機材や場所の提供

寄付や助成金などの経済的な支援

多少の謝礼や特典が得られること

リーダーや指導者となる人たちの研修や養成の機会

社会的な評価を得られること

その他

無回答

男性
( n=451)

女性
( n=612)

(%)
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【年代別】 

 年代別にみると、80 歳以上を除き、「活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕組み」

が最も高く、50％を超えている。80 歳以上では「相談にのってくれる窓口」が 40.9％で最も高い。

30 歳代から 70 歳代では「相談にのってくれる窓口」が 2 位となっており、20 歳代では「学校や地

域等でのボランティアの受け入れ」が 39.5％、80 歳以上では「活動で必要となる機材や場所の提

供」が 18.2％で 2 位となっている。80 歳以上は他の年代とやや異なる傾向がみられた。 
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２０歳代( n=10) ３０歳代( n=34) ４０歳代( n=45) ５０歳代( n=37) ６０歳代( n=57) ７０歳代( n=53) ８０歳以上( n=11)

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

相談にのってくれる
窓口

55.6% 58.8% 52.5% 52.5% 52.6% 52.1% 40.9%

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

相談にのってくれる
窓口

相談にのってくれる
窓口

相談にのってくれる
窓口

相談にのってくれる
窓口

相談にのってくれる
窓口

活動で必要となる
機材や場所の提供

39.5% 38.5% 38.7% 45.1% 44.1% 46.1% 18.2%

社会的な活動に結
びつくような講座等

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

社会的な活動に結
びつくような講座等

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

活動の理解を図る
ための講座等

活動の理解を図る
ための講座等

社会的な活動に結
びつくような講座等

33.3% 36.3% 35.4% 32.1% 40.5% 29.3% 18.2%

相談にのってくれる
窓口

社会的な活動に結
びつくような講座等

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

社会的な活動に結
びつくような講座等

社会的な活動に結
びつくような講座等

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

活動をしたい人と、
お願いしたい人を結
びつける仕組み

29.6% 20.9% 29.3% 26.5% 33.2% 22.2% 15.9%

活動の理解を図る
ための講座等

活動の理解を図る
ための講座等

活動の理解を図る
ための講座等

活動の理解を図る
ための講座等

学校や地域等での
ボランティアの受け
入れ

活動で必要となる
機材や場所の提供

活動の理解を図る
ための講座等

21.0% 18.7% 27.1% 25.9% 25.1% 17.4% 15.9%

5位

1位

2位

3位

4位
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IV  

 

調査全般について意見を求めたところ、315 人からさまざまな意見が寄せられた。意見の件数

は以下の表のとおりである。なお、一人が複数の意見を記入している場合は、それぞれを１件と

して件数を数えた。 

また、意見の内容ごとに主なものを掲載したが、意見の主旨を損なわない程度に表現を変えて

表記している場合がある。 
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カテゴリ 件数

情報提供 35

体力・健康面に不安がある 34

参加してみたい 26

時間がなく参加できない 26

ＰＲ不足 19

環境整備 18

イメージがよくない 17

社会機運の醸成 16

自主性が重要 16

気軽に参加できない 14

アンケート 11

きっかけがない 10

行政がボランティアに頼っている 10

実費（交通費等）・報酬の支払 9

相談窓口がない 9

継続するのが難しい 9

子どもの頃からの教育が必要 9

活性化して欲しい 7

経済的な余裕が必要 7

予算の無駄遣い 6

活動中 5

家族のことが優先 2

人間関係が難しい 2

興味がない・負担 2

その他 16

特になし 8

合計 343
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情報提供 ·········································· 35 件 

どんな種類の活動があるのか知らないので、もっと情報発信して欲しいと思います。地域の人た

ちと知り合うきっかけになるので、自分に合う活動があるなら、参加してみたいという気持ちは

あります。（女性：20 歳代） 

私は時間的にゆとりを持っているので、今住んでいるエリアで何かボランティア活動が行われて

いるなら、是非参加させて頂きたいのですが、情報が入ってきません。広報などで、知らせてく

ださると有難いのですが。（女性：40 歳代） 

市役所や区役所のような公の場所以外でも、どのようなボランティアがあり、できるのかという

情報を得られると、より地域の住民が参加しやすくなると思います。（女性：30 歳代） 

ボランティアにはどの様なものがあるかわからないので、種類や内容がわかれば入りやすいので

はないでしょうか。（男性：60 歳代） 

子供と一緒に参加できるボランティア活動も良いと思う。小学生や中学生をもつ家庭は日々忙し

く、地域新聞やポスターを見る余裕が無い時がある。学校を通じて手紙という形で情報を得られ

れば必ず見るので、意識する機会が増えると思う。（女性：30 歳代） 

体力・健康面に不安がある ·················· 34 件 

ボランティア活動をこれからはもっと増やして欲しいと思いますが、自分は難病の障害者である

ので、なかなか出来ないのが残念であります。（男性：60 歳代） 

自分の体力に自信が無いので参加しても足手まといになってしまうのではと思ってしまいます。

（女性：80 歳以上） 

参加してみたい ································· 26 件 

一人暮らしで、地域の活動にも参加しておらず、このアンケートで、ボランティア活動について

改めて考えるきっかけになった。一人でも参加できるような活動ならやってみたい。（女性：40

歳代） 

自分でできる事、知識や特技もありません。ただ毎日、早朝職場の回りのゴミ拾いを心掛けてい

ます。定年後は何かグループ参加し地域活動させていただければと考えています。（男性：50 歳

代） 

今は早朝からパートに出て、帰ってきてすぐスポーツクラブに行くという毎日。しかし 65 才に

なって定年を迎えたら少し時間が出来ますので地域の美化活動として、散歩がてらゴミ等拾い、

まずは出来る事から少しずつ活動を広げて行きたいと考えております。（女性：60 歳代） 

社会の役に立ちたいという気持ちは強くあります。また参加する事によって生きがい、仲間作り

もしたいと思います。特に街路の清掃に関心があります。（男性：50 歳代） 

時間がなく参加できない ····················· 26 件 

１０年程前、保健センターで健診・講習の際に乳児を預かる育児ボランティアに参加しました。

「ボランティア」とは何かも深く考えずに安易に参加した為、結局仕事との都合もつかず長続き

しなかった苦い経験があります。やはり時間的な余裕は必要条件だと感じました。医療・福祉・

育児等に興味がありお手伝いしたいと思っているのですが資格がなく残念です。時間が空いた時

にいつでも気軽に１人でも参加（お手伝い）できると良いのですが・・・。（女性：50 歳代） 
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退職して時間ができたら、自分の知識や経験を何らかの形で社会に還元できればいいと思います。

今は残念ながら、そこまで余裕がありません。（男性：50 歳代） 

ボランティア活動はとても大切だと思います。時間的に余裕がないと参加出来ないと思います。

将来時間に余裕が出来たら是非参加したいと思います。（女性：50 歳代） 

ボランティア活動は必要だと思うが、なかなか生活（子育てなど）が忙しいと出来ないし気持に

余裕もない。ボランティア活動をして、もっともっと自分に役に立つという事が分かるようにし

た方がいいと思う。（女性：40 歳代） 

ＰＲ不足 ·········································· 19 件 

市政だより等で生涯学習センターの存在や活動は或る程度理解しているが、実情を把握するには

情報が乏しい。もっと積極的に PR し、要望事頄などを提示して欲しい。 （男性：70 歳代） 

ボランティア、地域活動は、どこで・いつ・どんな人達が・どんなことをしているのか分からな

ければ、参加したい・参加してみても良いかな…という気持ちもおこらないと思う。でも、集合

住宅（マンションなど）で生活している人が多い現代、近所に誰・どんな人がいるのかも知らな

い希薄な人間関係になっている為、地域活動はとても重要なものなのかもしれない。ただ、なか

なか時間を作れない、人間関係が苦手…という人も多いので、時間にあまり縛られない活動（週・

月に何回という活動ではなくイベント的なもの）がもっとあれば参加する人も増えるような気が

する。（女性：30 歳代） 

ボランティア活動は非常に大切なことと思いますが、何か今ひとつ自分から遠いところのものに

思われるのは、私一人だけではないと思います。多くの人が身近に感じられるようにするための

PR や活動がもっともっとあって良いと思います。（男性：70 歳代） 

地域活動、ボランティア活動について、もう少し地域の方々に知られていた方がいいかと思いま

す。知っている方と知らない方の差が大きいと思います。今の時代、皆様忙しいとは思いますが、

誰でも出来るボランティアなどあれば理想です。（女性：40 歳代） 

環境整備 ·········································· 18 件 

仕事をしながらボランティアと言っても時間的に大変である。職場もボランティアに対し協力し

あえる環境作りが必要だと思う。（公休を取れる体制など）（男性：30 歳代） 

この調査が“何故”生涯学習センターから発信されたのであろうか？他にも関連施設は有る（問

14）ようなのでそれらの施設からの意見も含んで、千葉市として統一したボランティア活動を検

討すべきではないか？千葉市として“ボランティア活動”を推進するのであれば、問 14 のよう

な施設を統括する部署が必要と思う。（男性：60 歳代） 

育児中、特に子供をあずけたり出来ない家庭の場合は、なかなか地域活動やボランティア活動に

参加しにくいです。また、子供としか生活の場がないため、社会から離脱してしまった気持ちに

なったりします。たとえ、アルバイトでも仕事を持っている友人に嫉妬してしまったり・・・子

どもと一対一対のつきあいに苦痛を感じている人は少なくはないと思います。そういうお母さん

達を地域活動にひっぱり出せる何かがあると良いと思います。（女性：40 歳代） 

地域の活動は、その地域によって活動か否か違うと思う。必要な活動と人を結びつけるコーディ

ネーターがいるとよいと思う。（女性：40 歳代） 
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イメージがよくない ··························· 17 件 

ボランティア（あなたの好意でやって下さいという感じ）という名前の印象が悪い。謝礼ではな

く、そのことによって得られるいいところ（例えば、たくさん友達ができる、いろいろな技術･

制度を知れて自分が向上できる・資格が取れる etc…）をアピールしてはどうか？（女性：30 歳

代） 

ボランティアには言葉の重みを感じない。むしろ、日頃の手伝いや相手を思った何気ない行動に

重みを感じる。地域活動もおおげさ。自治会を通じて公報し、皆が参加可能な小さなことから広

げていくべき。（男性：40 歳代） 

ボランティアの名を借りた押売りはしたくない。楽しく気楽な気持で活動したい。（男性：60 歳

代） 

社会機運の醸成 ································· 16 件 

週に一度、ある施設に行きはじめて１６年が経ちました。園生達と一緒に作業をしている時間は

私にとってとても心地良いものです。これからも続けていきたいと思っていますが、地域の関心・

理解・協力もう少し大きく深いものであれば・・・と不安に感じることがあります。（女性：50

歳代） 

ボランティアは決して難しいことでも特別なことでもなく、気軽に参加できるものだと思ってい

ますが、実際には、特別な能力や技術がなければだめだとか。 自己犠牲の様に尽くすものだとい

うようなイメージを持って敬遠されている人が多いのでは？と感じます。もっと気軽に誰もが参

加できる様なボランティアと、それが当たり前というような社会的空気を少しでも創り出して行

けたら良いと思います。（女性：30 歳代） 

企業が活動を理解し、便宜を計る事が若い年代（サラリーマン等）の参加ＵＰにつながる。（男性：

40 歳代） 

自主性が重要 ···································· 16 件 

参加したくない人が無理をする必要はなく、押しつける必要もないと思いますが、ボランティア

についてよく知れば“少しくらいやってもいいのでは”と思う人が増えると思います。日本では、

ボランティア団体が閉鎖的であることが多いと思うので、熱心な活動化を少数育てるよりも、多

くの人が少しずつ参加し、押しつけがましい雰囲気がなくなると良いな。と思います。（女性：

20 歳代） 

ボランティアは、やりたいひとがやればいいと思う。やっていない人にすすめたり、勧誘はスジ

違いかと思う。ボランティアをすすめてくる人達がいて、迷惑している。ボランティアはよい事

だと思うが、今の生活でいっぱい（時間も経済も）なのでできそうにない。（女性：30 歳代） 

ボランティアをしたいという思いがあれば、自発的、積極的に行動し、その結果おのずと活動の

場がみつかるのではないかと思います。人から勧められるのではなく自分自身の強い意志がなけ

ればボランティアをやっても長続きしないのではないでしょうか。（女性：60 歳代） 

気軽に参加できない ··························· 14 件 

私は定年になったらボランティア活動に専念しようと思いましたが、考えの甘さを目の当たりに

し挫折するしかなかった。何故ならボランティアに参加するには、研修や講座に参加して資格を

得なければならないとの事。現在は家から 10 ㎞位のところで講座があったのでそれに参加し活

動しています。（約 4 年）これでも空きが出来るまで 1.5 年以上かかりました。（男性：60 歳代） 
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ボランティアの活動内容によっては特定の年代層だけが多いものもあり、別の年代層の人が入り

づらいのではないかと思えるものもあると思います。（女性：20 歳代） 

「ボランティア」という言葉自体に敷居の高さを感じます。「社会参加」とか「活動」とか堅い言

葉に接するだけで「・・・」となってしまいます。もっと自然な助け合いみたいな、困った時に

周りに向かって気軽に手を挙げるような、またそんな人にやさしく手を差し延べるような事はで

きないものでしょうか。現在みたいに人間関係の希薄な時代では難しいのかも知れませんが…。

（男性：50 歳代） 

女性の社会進出に伴い３０～４０代の女性が今まで担ってきた地域活動が滞りがちです。時間が

できたらボランティア活動に参加したいと考えていても、ほんの少しの手伝いと思い手をあげる

と次々に仕事が回ってきてしまい、「ここはひとつ若い方にお任せしましょう」という年配の方の

声・・・これでは気軽に参加できないなと感じた経験があります。同じような仕事をして収入を

得ている方もいることを考えるとボランティア活動も社会的評価を上げ有償化していく必要があ

るかもしれません。（女性：40 歳代） 

アンケート ······································· 11 件 

地域活動やボランティア活動の言葉だけではひとくくりにまとめすぎて、答えにくい。（女性：

40 歳代） 

ボランティアの関係の施設が色々有る事が分かって勉強になった。（女性：30 歳代） 

きっかけがない ································· 10 件 

地域活動を行う為の施設やきっかけが少ないと思います。また、幅広い世代での交流が行えるよ

うな機会がほしいです。今後の地域活動やボランティア活動の発展を期待しております。（女性：

20 歳代） 

ボランティアについては全く興味が無いという訳ではなく、キッカケがないだけの様な気がしま

す。やってはみたいが手を挙げてまで行く、とまでは行動力はないものの、もし、もう少し一般

の人達に向けてボランティアが必要とする、人、機会を募集の様なカタチでもっと私たちに発信

してくれればやってみたいと思う気持ちの入口に行きやすいと思います。（女性：40 歳代） 

私は独居で仕事も持っております。出来ればボランティアもして、いろいろな方々とお会いした

いと思っております。それにはきっかけや気軽に入って行ける何かが必要なのではと思われます。

仕事ではない別の目的を持ったお仲間が出来たら良いと思います。（女性：60 歳代） 

行政がボランティアに頼っている ········· 10 件 

行政は予算の関係かと思うが、あまりにも安価なボランティア、NPO などに依存する傾向にあ

るのではないかと素人ながら感じます。（男性：70 歳代） 

少しずつ変化しているが、今の日本ではボランティア活動は根付いていない。行政は、ボランテ

ィアをあてにしてはいけないと思う。精神的な成長が十分でない日本で西欧のマネをして、市民

を利用して、ボランティアを募るのはズルイし反感を買う。ボランティアは、自主的に行うもの

だと思う。（女性：50 歳代） 

ボランティア活動がなければ社会が円滑に進まない社会であってはならないと思う。最低限のこ

とは、行政がやるべきで決して、ボランティア精神に頼る社会になってもらいたくないと思う。

 （男性：30 歳代） 
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実費（交通費等）・報酬の支払 ············· 9 件 

ボランティアに参加する際、その現場には、給料をもらっている人と一緒に、行動すると思いま

す。ボランティアは、無償の善意でよいのですが、交通費や昼食などは提供してもよいのではな

いでしょうか。（男性：40 歳代） 

活動してみたい場所が遠方だとどうしても交通費の負担が大きくなってしまいます。ボランティ

ア活動に少し欠けますが交通費だけでも支援していただければもっと活動者が増えると思いま

す。（男性：40 歳代） 

ボランティア活動は必要だと思いますが若い人を参加させるにはそれなりの対価が必要だと思い

ます。（男性：20 歳代） 

相談窓口がない ································· 9 件 

ボランティアに興味がありましたが窓口がわからず…これを機会に何か参加できる事があれば幸

いです。（女性：60 歳代） 

善良な一市民として、地域での助け合いの企画をしても、どこへ相談に行くべきか。それすらわ

からないのが現状である。更にボランティアの公的窓口に出向いても、評論家的な対忚でがっか

りさせられた。（男性：70 歳代） 

問１４にあるように、ボランティア活動関連施設が千葉市中央区に集中している。千葉は広いの

で出来れば区毎に、しかし花見川区でも広すぎるので近くの公民館などが窓口になると、活動し

やすいのでないかと思う。（男性：40 歳代） 

子どもの頃からの教育が必要 ··············· 9 件 

経済的に厳しい時代ですので、介護、看護など介護保険などで行う事もボランティアなどでやっ

て頂ければ、助かる人もいらっしゃるのではないでしょうか。ただし、人間関係が難しい時代で

すので、子供のころからコミュニケーション（社会性、協調性など）等教育が必要だと思います。

本来、家庭で教えるべきことですが、できていないようなので、その親からの教育から始めなけ

れば難しいですね。今は、自己主張のみの人が多いので行政の方々もご苦労が多いと思います。

（女性：50 歳代） 

人間の行動は家庭と学校の教育によって決まってくるのでとにかく、小さい時からの教育の中に

取り込み、社会の一員としてどう生きていくかを大人が示していくべき。人の役に立って「有難

う」と言われた時のお金にかえられない嬉しさ喜びを小さい時から味わうような教育のシステム

が作れないでしょうか。（女性：60 歳代） 

継続するのが難しい ··························· 9 件 

ボランティア活動に参加すると、ずっと続けなくてはいけないと感じてしまい、忙しくなった時、

体調により参加できなくなった時休みにくい。気軽に参加できる時に自分のできる活動をすると

いうことが一番だと思う。（女性：40 歳代） 

地域で募集や告知があるゴミ拾いやバザー品提供など、どこかの団体に特に所属してどっぷり漬

からなくてもその日のスケジュールが合えば気軽に参加・協力できるような活動ならやりやすい

と思います。（女性：30 歳代） 
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活性化して欲しい ······························ 7 件 

高齢者社会が世界一に進んでいる現在、人生経験豊かな高齢者は捨てたものではありません。戦

前戦中戦後を通じて日本伝統の礼儀、思い遣り、等々があれば宗教の如何を問わず、人間関係は

スムースに行く筈である。日本武士道（男）、大和撫子（女）の日本には世界にない素晴らしい伝

統があります。思えば思われる心こそ、これからの社会には必要であると思います。（男性：80

歳以上） 

現在報道されているタイガーマスク運動（伊達直人）に非常に感銘を受けております。その様な

善意運動が広がっていく良い社会になって欲しいと願います。正にボランティアの象徴。（女性：

20 歳代） 

経済的な余裕が必要 ··························· 7 件 

今の世の中、不況で経済的にも苦しく、子育てや介護、仕事など自分自身のことや家族のことで

いっぱいいっぱいで余裕がないのに、ボランティアを募ったところで、だれも参加しないと思う。

参加することで、何か特典や謝礼などメリットがないと（目に見えるもの）参加は難しいと思い

ます。（女性：30 歳代） 

ボランティア活動は、大切な事と理解しているつもりですが、この今の情勢だとそこまで考える

余裕がないような気がします。（男性：30 歳代） 

予算の無駄遣い ································· 6 件 

ボランティアとよく聞きますが、それを行っているのは天下りの人達なのでしょうか。私達の答

えに忚じて又それ以上の天下りが増え、お金が必要となり市税を投入するのであれば考えもので

す。なぜなら公務員が多く暇そうにしている役所の人達が見られるから、そういう人達にボラン

ティアでなく仕事の一部として色々なことをさせる。もちろんその中には退職者も入り地域をま

わって皆の意見をきいたりする。机上ではよくなりません。議員が多すぎるほどいます。もっと

活用しなければそこからはじめるのが最もよい地域活性と思う。（女性：60 歳代） 

活動中 ············································· 6 件 

基本的には、ボランティアというのは組織に入ってやるものではなく、回りに小さな事でも良い

のでお手伝いできる事があれば手を差し伸べるという考えでいます。常に心掛けております。（男

性：60 歳代） 

家族のことが優先 ······························ 2 件 

自治会の役員もボランティアの一つだと思うが、引っ越ししてきて周りのことも分からないのに

すぐに班長にされた。周りに友人がいない小３の一人息子は楽しみにしていた夏祭りを、役員で

忙しく動き回る親と、話をしたり、お祭りを楽しんだりすることもできずに、ずっと丸椅子に座

らされて一人でゲームをやって何時間も過ごさせてしまい可哀そうな事をしてしまった。特に用

事もないが、子とお祭りを楽しむことも親としての一番大事な行事だと思う。子供も一緒に連れ

てくれば済む（お祭りに）と言った人もいたが、私と子供にとっては、今までで一番心苦しい一

日になってしまった。「来年は絶対に役員にならないで」と寂しい顔で言われてしまい涙した。家

庭が一番であってこそ、ボランティアは成り立ちます。（女性：40 歳代） 
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人間関係 ·········································· 2 件 

お前の住んでいる地域だから何々をしなければならないと言うのでは、人間関係がぎくしゃくし

てきますし、楽しくありません。自分の価値観や置かれた生活状況によって、何かしなければな

らないとは思っております。（女性：70 歳代） 

興味がない・負担 ······························ 2 件 

向き、不向きの問題ではないが、私はボランティア活動に興味がない。定年後の生活をゆったり、

自分の趣味で過ごしたい。（良いことをしているようだがどうもいやな感じ。やってますよという

態度とか？）自分の健康に気をつけて、人に迷惑をかけないで過ごすのも社会へのささやかなボ

ランティアではないかと思うので…。（男性：60 歳代） 

その他 ············································· 16 件 

自分の家やその周辺の道路でさえ、平気でゴミ（たばこやお菓子などの食物の袋など）を捨てる

人が多い。車道において空き缶や買い物袋などカン投げ捨てられているのを見ると悲しい気持ち

になる。まずは、そんなマナー的な所から学習する必要があるのではないかと思う。（女性：40

歳代） 

地域活動、ボランティアへの参加も大切だが、そのような場に受ける側としての参加も必要。助

けてもらえば、有難さがわかり、助けようという気持ちが生まれると思うが、あまり受ける側と

しての場もわからない。（女性：30 歳代） 

老人ホームで働いています。ボランティアさんが来るのを楽しみにしているお年寄りにとって「家

の都合」「孫がくるから」という理由でやめられてしまうとお年寄りが心配したりがっかりされる

事もあります。ときには混乱する事もあります。また、年寄りだから・・・という事で練習がて

らと来てみて何か披露される方がいます。お年寄りも普通の人間です。中途半端な演奏や歌を聴

かされたお年寄りが「ボランティアさんのためのボランティア」と話されました。感謝している

方も大勢ですが、迷惑されている方もいる事を忘れずにいてほしいです。（女性：30 歳代） 

特になし ·········································· 8 件 
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V  

 

地域活動・ボランティア活動に関する意識調査 
－アンケート調査ご協力のお願い－ 

 

市民の皆さまへ 

   

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、このたび私ども千葉市生涯学習センターは、市民の皆さまに向けて、地域活動及びボラ

ンティア活動に関する意識調査を行うことにいたしました。 

このアンケート調査は、地域活動やボランティア活動をはじめとする市民の皆さまの社会的な

活動に対する意識や活動の現状をおうかがいすることで、ボランティア活動などの推進及び支援

の充実を図ることを目的に実施するものです。 

 調査の実施にあたり、市内にお住まいの満 20 歳以上の方、2,500 人を無作為に抽出しました

ところ、あなた様を対象とさせていただくこととなりました。調査は無記名で行い、結果は統計

的に処理されますので、お答えいただいた方にご迷惑をおかけすることは一切ございません。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

 

平成２３年１月 

千葉市生涯学習センター 

  

 

 

１．調査票へのご記入は、あて名に書かれたご本人様がお答えください。 

２．記入の方法は、該当する番号をｌつ選んで○で囲んでください。数が指定されてい

る場合は、その数だけ選んで、番号を○で囲んでください。 

３．お答えに該当するものがない場合は、「その他（    ）」に具体的に記入してく

ださい。 

４．記入後の調査票は、同封の封筒に入れ、１月２４日（月）までに投函（切手丌要）

してください。 

 

 

《調査についてのお問い合わせ》 

千葉市生涯学習センター 企画研修係 

(043-207-5820  

調査票記入にあたってのお願い 
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Ⅰ．はじめに、あなたご自身のことについておうかがいします。 

 

問１ あなたの性別は。 

１．男性 ２．女性 

 

問２ あなたの年代は。 

１．２０歳代 ３．４０歳代 ５．６０歳代   ７．８０歳以上 

２．３０歳代 ４．５０歳代 ６．７０歳代 

 

問３  あなたの居住区は。 

  １．中央区      ３．稲毛区       ５．緑区 

  ２．花見川区      ４．若葉区      ６．美浜区 

    

問４  あなたの職業は。（兹業の方は主な職業を選んでください。） 

１．会社、商店、工場などの自営業         ６．その他の職業 

２．会社、商店、工場などの勤め人 ７．学生 

３．医師、弁護士、芸術家などの自由業 ８．主婦（主夫） 

４．教員、公務員 ９．無職 

５．パート、アルバイト  

 

問５  あなたの通勤先、通学先（学生の方）は。（退職された方は直近の勤務先をお答

えください。） 

１．千葉市内 ４．神奈川県     ７．その他（県名     ） 

２．千葉県内（千葉市を除く）５．埼玉県 ８．働いたことがない 

３．東京都 ６．茨城県  

 

問６  あなたの家族構成は。 

  １．ひとり暮らし       ４．３世代家族（親と子、孫など）   

  ２．夫婦世帯         ５．その他（             ） 

  ３．２世代家族（親と子） 

 

問７  あなたが千葉市に住んでいる年数は。 

１．生まれたときから ３．２年以上５年未満   ５．10 年以上 20 年未満 

２．２年未満 ４．５年以上 10 年未満 ６．20 年以上 
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Ⅱ．地域活動・ボランティア活動に対する意識についておうかがいします。 

問８ あなたは、日頃、社会の一員として何か社会のために役立ちたいと思っていま

すか。それとも、あまりそのようなことは考えていませんか。次の中からあては

まるものを１つ選んでください。 

１．考えている ３．わからない 

２．あまり考えていない  

 

問９ あなたは、「地域活動・ボランティア活動」（子ども会、青少年団体、女性団

体、ＰＴＡ、美化活動など）に対して、日ごろどのようなお考えをお持ちですか。

あてはまるものをそれぞれ１つずつ選んでください。 

 

ǯ
ǭ
ȉ
ǉ
ǭ

Ƕ
ȅ
Ȓ 

ȋ
ȋ
ǉ
ǭ
Ƕ

ȅ
Ȓ 

ǉ
ȅ
ȑ
ǉ
ǭ

Ƕ
ȅ
Ȑ
Ǳ
ǋ 

Ћ
ǖ
ǉ
ǭ
Ƕ

ȅ
Ȑ
Ǳ
ǋ 

ア）これからの良い社会を創るために必要である  １ ２ ３ ４ 

イ）誰もが積極的に参加したほうがよい  １ ２ ３ ４ 

ウ）個人の生きがいにつながる  １ ２ ３ ４ 

エ）これまでにない貴重な経験ができる  １ ２ ３ ４ 

オ）いろいろな人と知り合うことができる １ ２ ３ ４ 

カ）他人のためにもなるが自分の成長にもつながる １ ２ ３ ４ 

キ）自発的な意思で参加することが重要である  １ ２ ３ ４ 

ク）誰でも気軽に参加できるものである １ ２ ３ ４ 

ケ）活動が活発になれば地域の活性化につながる １ ２ ３ ４ 

コ）住みやすいまちづくりのために必要である １ ２ ３ ４ 

サ）体力的な自信が必要である １ ２ ３ ４ 

シ）経済的な余裕が必要である １ ２ ３ ４ 

ス）何か得意とする知識や技術が必要である １ ２ ３ ４ 

セ）家庭生活や仕事がきちんとできてから行うこと １ ２ ３ ４ 

ソ）時間の余裕のある人が行うこと  １ ２ ３ ４ 

タ）責任が重く大変そうだ １ ２ ３ ４ 

チ）自分を犠牲にする精神が必要である １ ２ ３ ４ 

ツ）入りづらい雰囲気がある １ ２ ３ ４ 

テ）人付き合いに苦労しそうだ １ ２ ３ ４ 

ト）押しつけられてやるもの １ ２ ３ ４ 
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Ⅲ．地域活動・ボランティア活動への参加についておうかがいします。 

問 10 あなたは、この１年間に「地域活動・ボランティア活動」に参加しましたか。次

の中からあてはまるものを１つ選んでください。 

１．参加した             ２．参加していない⇒問１1 へお進みください  

 

問 10 で１と答えた方へおうかがいします。 

付問 10-1 あなたは、この１年間でどのような活動に参加しましたか。次の中からあて

はまるものをすべて選んでください。 

１．医療や健康にかかわる活動     

２．高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動 

３．人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動 

４．まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動 

５．芸術・文化・スポーツにかかわる活動 

６．環境美化、環境保全など環境にかかわる活動 

７．災害救援にかかわる活動 

８．交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動 

９．国際協力、国際交流にかかわる活動 

10．子育て支援にかかわる活動 

11．青少年の育成にかかわる活動 

12．バザーや募金活動 

13．公共施設での活動 

14．その他（                      ） 

 

付問 10-2 あなたが「地域活動・ボランティア活動」を始めたきっかけは何でしたか。

次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 

１．自発的な意思で     

２．退職や子育てが一段落して 

３．社会のために役立ちたかった 

４．家族や親戚・友人や知人に勧められて   

５．通っている学校や勤め先での研修や活動を通じて 

６．自治会や子ども会など地域の活動を通じて 

７．所属する学習団体やサークルなどの活動を通じて 

８．周りの人からお願いされて 

９．ボランティアや地域活動にかかわる講座や研修会に参加して 

10．自治体などが行っている講座や研修会が発展して 

11．新聞、雑誌、ポスター、ちらしなどを見て 

12．その他（具体的に：                       ） 
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付問 10-3 あなたが参加している活動は、主にどこを拠点（活動場所）として活動して

いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 

１．学校  ７．公共施設 

２．幼稚園・保育所（園）  ８．福祉施設・医療機関 

３．自治会館・町内会館・集会室  ９．商業施設など民間の施設 

４．在学している学校・勤め先 10．その他（          ） 

５．居住地域周辺 11．特に決まっていない 

６．個人宅  

 

※ここからは、全員がお答えください。 

問 11 あなたは、今後、地域活動やボランティア活動に参加したいと思いますか。次の

中からあてはまるものを１つだけ選んでください。 

 

１．参加したい          ３．参加したくない  

２．時間があれば参加したい     4．わからない  

 

 

問 11 で１または２と答えた方へおうかがいします。 

付問 11-1 あなたは、今後どのような活動に参加したいですか。次の中からあてはまる

ものを３つまで選んでください。 

１．医療や健康にかかわる活動     

２．高齢者や障害者の支援など福祉にかかわる活動 

３．人びとの学習活動に対する支援や指導にかかわる活動 

４．まちづくりなど地域の活性化にかかわる活動 

５．芸術・文化・スポーツにかかわる活動 

６．環境美化、環境保全など環境にかかわる活動 

７．災害救援にかかわる活動 

８．交通安全、防犯、防火などの地域の安全にかかわる活動 

９．国際協力、国際交流にかかわる活動 

10．子育て支援にかかわる活動 

11．青少年の育成にかかわる活動 

12．バザーや募金活動 

13．公共施設での活動 

14．その他（                             ） 

 

 

問 12 へお進みください

ださい 
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※ここからは、全員がお答えください。 

問１2 「地域活動・ボランティア活動」に参加するにあたって、丌安や障壁になると思う

のはどのようなことですか。次の中からあてはまるものを３つまで選んでください。 

１．とにかく時間がない 

２．他にもしたい余暇活動がある 

３．育児や介護など家庭の事情がある 

４．いっしょに参加する仲間がいない 

５．自分にどのような活動ができるかわからない 

６．活動するのに必要な情報が入手しにくい 

７．気軽に参加できない  

８．人間関係 

９．きっかけがない 

10．その他（                             ） 

11．特に障壁になることはない 

12．興味がない 

 

Ⅳ．地域活動・ボランティア活動の推進についておうかがいします。 

問 13 あなたは以下のことに興味関心がありますか。あてはまるものをそれぞれ１つ

ずつ選んでください。 

 組織・活動等 活動内容・意味   

① 
ＮＰＯ 

（民間非営利組織） 

民間の立場で社会的な 

サービスを提供したり、 

社会問題を解決するために

活動する団体 

１．興味がある ２．興味がない 

② 
コミュニティビジネス 

・ソーシャルビジネス 

地域が抱える課題を地域資

源を生かしながらビジネス

的な手法によって解決しよ

うとする事業 

１．興味がある ２．興味がない 

③ 生涯学習ボランティア 

自分の持っている知識や特

技を生かして人々の生涯学

習活動を支援・助言するボ

ランティア 

１．興味がある ２．興味がない 

④ 社会起業家 
社会貢献と収益事業を両立

させて起業する人 
１．興味がある ２．興味がない 

⑤ プロボノ 

社会人が、仕事を通じて培

った知識やスキル、経験や

ノウハウなどを生かしてボ

ランティア活動を行うこと 

１．興味がある ２．興味がない 
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問 14 あなたは次のボランティア活動関連の施設をご存知ですか。次の中から１つず

つ選んでください。 

 

 施設名 所在地   

１ 
千葉市 

ボランティアセンター 

千葉市中央区千葉寺町

1208-2 千葉市ハーモニー

プラザＢ棟３階 

その他、各区に相談窓口  

１．知っている ２．知らない 

２ 
千葉市 

ボランティアズカフェ 

千葉市中央区富士見 1-3-2 

京葉銀行文化プラザ２階 
１．知っている ２．知らない 

３ 千葉市民活動センター 

千葉市中央区千葉港 2-1 

千葉中央コミュニティセンタ

ー１階 

１．知っている ２．知らない 

４ 
ちば生涯学習 

ボランティアセンター 

千葉市中央区弁天 3-7-7 

千葉市生涯学習センター内 
１．知っている ２．知らない 

５ 
財団法人 

千葉市国際交流協会 

千葉市中央区中央 2-5-1 

千葉中央ツインビル 

２号館８階 

１．知っている ２．知らない 

 

 

問 15 地域活動・ボランティア活動に参加するにあたって必要な情報はどんなことで

すか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．団体や組織の活動内容や実績がわかる情報が欲しい 

２．団体や組織の雰囲気が知りたい 

３．相談できる窓口の情報が欲しい 

４．自分に合った活動かどうか知りたい 

５．講座や研修の情報が欲しい 

６．自分の知識や特技などが生かせる場かどうか知りたい 

７ ． そ の 他（                             ）

  

  

 



 

70 

問 16 今後、地域活動・ボランティア活動を活性化するためには、どのようなことが

必要だと思いますか。次の中からあてはまるものを３つまで選んでください。 

 

１．やりたいと思った時に相談にのってくれる窓口 

２．学校や地域、施設でのボランティアの受け入れをすすめていくこと 

３．ボランティア活動をしたい人と、お願いしたい人を結びつける仕組み 

４．ボランティア活動の理解を図るための講座やイベント 

５．リーダーや指導者となる人たちの研修や養成の機会 

６．活動で必要となる機材や場所の提供 

７．寄付や助成金などの経済的な支援 

８．参加することで社会的な活動に結びつくような講座やイベント 

９．多少の謝礼や特典が得られること 

10．社会的な評価を得られること  

11．その他（                             ） 

 

 

 

問１7 最後に、お気付きの点やご意見、ご感想などをご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきありがとうございました。 

ご記入済みの調査票は、同封の返信用封筒に入れて切手を貼らずにご返送ください。
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